
東北から
生まれる確かな技術
未来につながる
日本のものづくり

東
北
地
方
の
受
賞
者
・
企
業
紹
介

東
北
地
方
の
受
賞
者
・
企
業
紹
介

も
の
づ
く
り
日
本
大
賞

第6回

経済産業省 東北経済産業局　地域経済部　情報・製造産業課
〒980-8403　仙台市青葉区本町 3-3-1　TEL022-221-4903　FAX022-265-2349
http://www.tohoku.meti.go.jp/　　　発行日　平成２８年３月

発　行

第6回 ものづくり日本大賞 東北地域の受賞者所属企業

内閣総理大臣賞
経済産業大臣賞
特別賞
優秀賞
東北経済産業局長賞

㈱ジョイ・ワールド・パシフィック
青森県平川市

P26

㈱マツザワ
秋田県秋田市

P30

山形カシオ㈱
山形県東根市

P32

㈱森環境技術研究所
山形県新庄市

P9

あおもり藍産業協同組合
青森県青森市

P33

上北建設㈱
青森県十和田市

P25

吉川化成㈱
岩手県奥州市

P19

共伸プラスチック㈱
宮城県大崎市

P22

ヤマセ電気㈱
宮城県遠田郡美里町

P23

㈲東北工芸製作所
宮城県仙台市

P13

㈱いおう化学研究所
岩手県盛岡市

P7

㈱アットシステム
宮城県名取市

P29

㈱ミヤギタノイ
宮城県刈田郡七ヶ宿町

P15

ステンレスペイント㈲
宮城県仙台市

P28

㈱ガリウム
宮城県仙台市

P27

古河電池㈱
福島県いわき市

P11

P5㈱天童木工
山形県天童市

ネムール㈱
山形県山形市

P20

㈱シェルター
山形県山形市

P17

㈲山形工房
山形県長井市

P34

テクノ・モリオカ㈱
山形県長井市

P31

日本砿研㈱
青森県黒石市

P24

NECパーソナルコンピュータ㈱
山形県米沢市

P21



は

じ

め

に

東
北
経
済
産
業
局
長守

本
　
憲
弘

　
「
第
6
回
も
の
づ
く
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日
本
大

賞
」
に
お
き
ま
し
て
、
栄
え
あ
る
も

の
づ
く
り
日
本
大
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
皆
様
に
対
し
ま
し
て
心
よ

り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」
は
、

我
が
国
の
産
業
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文
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の
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展
を
支
え
、
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な
国
民
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の
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献
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の
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く
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け
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も
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に
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る
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優
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と
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め
ら
れ
る
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や
グ
ル
ー
プ
を
表
彰
す

る
制
度
で
す
。

　
6
回
目
を
迎
え
ま
し
た
今
回
の
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
に

お
い
て
は
、厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
全
国

315
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応
募
の
中

か
ら
、
東
北
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域
で
は
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内
閣
総
理
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。
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を
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と
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や
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、
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を
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が
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薦
さ
れ
、
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
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の
「
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に
携
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励
み
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。
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で
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に
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取
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ろ
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が
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期
待
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の
が
、
世
界
を
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ド
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て
き
た
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す
。

　
本
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が
、
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、
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の
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に
携
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の
困
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に
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情
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と
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の
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力
に
裏
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技
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と
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、
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の
力
強
い
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が

る
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も
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こ
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を
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し
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ま
す
。

　
東
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に
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け
る
「
も
の
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く
り
」
の
益
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の
発
展
と
関
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の
方
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の
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活
躍
を
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よ
り
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念
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し
ま
す
。

内閣総理大臣賞
軟質針葉樹の圧密成形加工技術開発・実用化及び家具用材への利用拡大
株式会社天童木工／西塚　直臣　他４名／山形県天童市

……………………………………………5

経済産業大臣賞
分子レベルで接合する画期的なフレキシブルプリント配線板の開発と量産化
株式会社いおう化学研究所　他２団体／森　邦夫　他６名／岩手県盛岡市

………………………………………7

特別賞
金属タッピングの大幅コスト削減を可能にするゼロチップタップの開発
株式会社ミヤギタノイ　他１団体／田野井　優美　他６名／宮城県刈田郡七ヶ宿町

……………………………………………15

２時間耐火木構造部材「COOL WOOD®」の開発
株式会社シェルター／安達　広幸　他１名／山形県山形市

……………………………………………………………………17

優秀賞
新規熱硬化性光学材料の成形工法確立による「車載用カメラ」レンズの開発
吉川化成株式会社　他１団体／佐藤　裕二　他６名／岩手県奥州市

………………………………………19

接触冷感繊維ゼロクールの高度化と応用による製品化
ネムール株式会社　他１団体／佐藤　裕樹　他２名／山形県山形市

………………………………………………………………20

13"クラス世界最軽量モバイルノートPCの開発
ＮＥＣパーソナルコンピュータ株式会社／情野　謙一　他５名／山形県米沢市

………………………………………………………………………21

東北経済産業局長賞
窓空き樹脂成形品の塗装レス高品位低コスト成形プロセス技術の確立
共伸プラスチック株式会社　他２団体／小野寺　徹　他４名／宮城県大崎市

……………………………………………22

接合面をレーザ処理した金属と異種材料を一体化する直接接合技術（レザリッジ）の開発
ヤマセ電気株式会社／佐藤　昌之／宮城県遠田郡美里町

………………………23

…………………………………24CO2 排出ゼロの鋳物用ハイブリッド・バイオコークスの開発と高機能鋳鉄の創成
日本砿研株式会社　他６団体／小田 昭浩　他６名／青森県黒石市

運転手へ振動と音と視覚で工事を知らせる、固定要らずの画期的な注意喚起マットの開発
上北建設株式会社／下川原　隆　他１名／青森県十和田市

………………………25

カロリーを短時間で測定可能にした装置
株式会社ジョイ・ワールド・パシフィック／岩渕　好隆　他３名／青森県平川市

………………………………………………………………………………26

スキー王国も認めた、世界初の液体状フッ素系高性能スキー滑走用ワックスの開発 
株式会社ガリウム／結城　 谷行　他３名／宮城県仙台市

………………………………27

防食塗料「ステンレスペイント」の開発
ステンレスペイント有限会社／松原　泰／宮城県仙台市

…………………………………………………………………………………28

東日本大震災でも活躍！集中アクセスに強いメール配信システム「eメッセージ」
株式会社アットシステム／佐宗　美智代　他６名／宮城県名取市

…………………………………29

生産品質検査のオンライン化を実現した電動型硬さ試験機
株式会社マツザワ　他２団体／境屋　博司　他６名／秋田県秋田市

…………………………………………………………30

無線システムによる水質計測とピーク電力削減および先端モデル農業への展開
テクノ・モリオカ株式会社／吉田　圭樹　他６名／山形県長井市

…………………………………31

Logosease（ロゴシーズ）の開発によるダイビング市場の拡大
山形カシオ株式会社／鈴木　隆司　他５名／山形県東根市

……………………………………………………32

スペースシャトル搭載実績のある抗菌性、染色堅牢性を高めた次世代型藍染
あおもり藍産業協同組合／吉田　久幸／青森県青森市

………………………………………33

けん玉の国際化とデザインけん玉開発によるCOOL JAPANの振興
有限会社山形工房／梅津　雄治　他６名／山形県長井市

………………………………………………34

泥状津波堆積物（ヘドロ）を原料とした高機能性地盤材料の開発
株式会社森環境技術研究所　他１団体／森　雅人　他５名／山形県新庄市

………………………………………………………9

世界初！紙製容器でできた非常用マグネシウム空気電池の開発
古河電池株式会社／久保田　昌明　他６名／福島県いわき市

……………………………………………………11

ナノコンポジットコーティングを付与した高耐久性漆器の開発
有限会社東北工芸製作所　他１団体／佐浦　みどり　他５名／宮城県仙台市

………………………………………………………13

1



は

じ

め

に

東
北
経
済
産
業
局
長守

本
　
憲
弘

　
「
第
6
回
も
の
づ
く
り
日
本
大

賞
」
に
お
き
ま
し
て
、
栄
え
あ
る
も

の
づ
く
り
日
本
大
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
皆
様
に
対
し
ま
し
て
心
よ

り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」
は
、

我
が
国
の
産
業
・
文
化
の
発
展
を
支
え
、
豊
か
な
国
民
生
活
の

形
成
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
「
も
の
づ
く
り
」を
継
承
し
、
さ

ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
熟
練
人
材
だ
け
で
は
な
く
、
中
堅
人

材
や
今
後
を
担
う
若
手
人
材
な
ど
、「
も
の
づ
く
り
」
に
直
接
携

わ
る
特
に
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
個
人
や
グ
ル
ー
プ
を
表
彰
す

る
制
度
で
す
。

　
6
回
目
を
迎
え
ま
し
た
今
回
の
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
に

お
い
て
は
、厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
全
国

315
件
の
応
募
の
中

か
ら
、
東
北
地
域
で
は
1
件
の
内
閣
総
理
大
臣
賞
、
4
件
の
経

済
産
業
大
臣
賞
、
2
件
の
特
別
賞
、
3
件
の
優
秀
賞
、
13
件
の
東

北
経
済
産
業
局
長
賞
の
計
23
件
、
115
人
の
方
々
に
授
与
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
東
北
地
域
の
受
賞
案
件
を
拝
見
い
た
し
ま
す
と
、
地
域
の
資

源
を
う
ま
く
活
用
し
た
案
件
や
災
害
に
対
応
し
た
案
件
な
ど
、

東
北
地
域
な
ら
で
は
の
案
件
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
課
題
解

決
ま
で
幾
多
の
困
難
を
克
服
し
、「
も
の
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん

で
こ
ら
れ
た
関
係
者
の
皆
様
に
深
く
敬
意
を
表
し
た
い
と
思

い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
案
件
が
、
数
多
く
推
薦
さ
れ
、
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
東
北
地
域
の
「
も
の
づ
く
り
」
に
携
わ
る

皆
様
の
励
み
と
な
る
も
の
で
す
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
我
が
国
で
は
、
日
本
経
済
再
生
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
牽
引
役
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
、
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
「
も
の

づ
く
り
」で
す
。

　
本
書
の
刊
行
が
、
我
が
国
の
、
そ
し
て
東
北
地
域
の
「
も
の
づ

く
り
」
に
携
わ
る
優
れ
た
人
材
の
困
難
な
課
題
に
取
り
組
む
情

熱
と
日
々
の
努
力
に
裏
打
ち
さ
れ
た
優
れ
た
匠
の
技
を
お
伝

え
す
る
機
会
と
な
り
、
我
が
国
経
済
の
力
強
い
成
長
に
つ
な
が

る
「
も
の
づ
く
り
」
の
継
承
・
発
展
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　
東
北
地
域
に
お
け
る
「
も
の
づ
く
り
」
の
益
々
の
発
展
と
関

係
者
の
方
々
の
御
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

内閣総理大臣賞
軟質針葉樹の圧密成形加工技術開発・実用化及び家具用材への利用拡大
株式会社天童木工／西塚　直臣　他４名／山形県天童市

……………………………………………5

経済産業大臣賞
分子レベルで接合する画期的なフレキシブルプリント配線板の開発と量産化
株式会社いおう化学研究所　他２団体／森　邦夫　他６名／岩手県盛岡市

………………………………………7

特別賞
金属タッピングの大幅コスト削減を可能にするゼロチップタップの開発
株式会社ミヤギタノイ　他１団体／田野井　優美　他６名／宮城県刈田郡七ヶ宿町

……………………………………………15

２時間耐火木構造部材「COOL WOOD®」の開発
株式会社シェルター／安達　広幸　他１名／山形県山形市

……………………………………………………………………17

優秀賞
新規熱硬化性光学材料の成形工法確立による「車載用カメラ」レンズの開発
吉川化成株式会社　他１団体／佐藤　裕二　他６名／岩手県奥州市

………………………………………19

接触冷感繊維ゼロクールの高度化と応用による製品化
ネムール株式会社　他１団体／佐藤　裕樹　他２名／山形県山形市

………………………………………………………………20

13"クラス世界最軽量モバイルノートPCの開発
ＮＥＣパーソナルコンピュータ株式会社／情野　謙一　他５名／山形県米沢市

………………………………………………………………………21

東北経済産業局長賞
窓空き樹脂成形品の塗装レス高品位低コスト成形プロセス技術の確立
共伸プラスチック株式会社　他２団体／小野寺　徹　他４名／宮城県大崎市

……………………………………………22

接合面をレーザ処理した金属と異種材料を一体化する直接接合技術（レザリッジ）の開発
ヤマセ電気株式会社／佐藤　昌之／宮城県遠田郡美里町

………………………23

…………………………………24CO2 排出ゼロの鋳物用ハイブリッド・バイオコークスの開発と高機能鋳鉄の創成
日本砿研株式会社　他６団体／小田 昭浩　他６名／青森県黒石市

運転手へ振動と音と視覚で工事を知らせる、固定要らずの画期的な注意喚起マットの開発
上北建設株式会社／下川原　隆　他１名／青森県十和田市

………………………25

カロリーを短時間で測定可能にした装置
株式会社ジョイ・ワールド・パシフィック／岩渕　好隆　他３名／青森県平川市

………………………………………………………………………………26

スキー王国も認めた、世界初の液体状フッ素系高性能スキー滑走用ワックスの開発 
株式会社ガリウム／結城　 谷行　他３名／宮城県仙台市

………………………………27

防食塗料「ステンレスペイント」の開発
ステンレスペイント有限会社／松原　泰／宮城県仙台市

…………………………………………………………………………………28

東日本大震災でも活躍！集中アクセスに強いメール配信システム「eメッセージ」
株式会社アットシステム／佐宗　美智代　他６名／宮城県名取市

…………………………………29

生産品質検査のオンライン化を実現した電動型硬さ試験機
株式会社マツザワ　他２団体／境屋　博司　他６名／秋田県秋田市

…………………………………………………………30

無線システムによる水質計測とピーク電力削減および先端モデル農業への展開
テクノ・モリオカ株式会社／吉田　圭樹　他６名／山形県長井市

…………………………………31

Logosease（ロゴシーズ）の開発によるダイビング市場の拡大
山形カシオ株式会社／鈴木　隆司　他５名／山形県東根市

……………………………………………………32

スペースシャトル搭載実績のある抗菌性、染色堅牢性を高めた次世代型藍染
あおもり藍産業協同組合／吉田　久幸／青森県青森市

………………………………………33

けん玉の国際化とデザインけん玉開発によるCOOL JAPANの振興
有限会社山形工房／梅津　雄治　他６名／山形県長井市

………………………………………………34

泥状津波堆積物（ヘドロ）を原料とした高機能性地盤材料の開発
株式会社森環境技術研究所　他１団体／森　雅人　他５名／山形県新庄市

………………………………………………………9

世界初！紙製容器でできた非常用マグネシウム空気電池の開発
古河電池株式会社／久保田　昌明　他６名／福島県いわき市

……………………………………………………11

ナノコンポジットコーティングを付与した高耐久性漆器の開発
有限会社東北工芸製作所　他１団体／佐浦　みどり　他５名／宮城県仙台市

………………………………………………………13

2



第６回ものづくり日本大賞受賞件数（東北経済産業局管内関係）
内閣総理大臣賞（経済産業省関係）

経済産業大臣賞

特別賞

優秀賞

東北経済産業局長賞

１件

４件

２件

３件

１３件

５名

２６名

９名

１６名

５９名

第６回ものづくり日本大賞受賞件数（全国）

開催別受賞実績（事業所数）

内閣総理大臣賞

経済産業大臣賞

特別賞

優秀賞

経済産業省関係

国土交通省関係

厚生労働省関係

文部科学省関係

7件

8件

5件

4件

１5件

12件

27件

3５名

12名

12名

６名

85名

５３名

１４５名

、１団体

、２団体

、１団体

第１回
第２回
第３回
第４回
第５回
第６回
合計

1

3
4
8

3

2
2
2
9

3
3
5
5
3
7
26

1
2
2
1
1
1
8

4
4
1
5
8
22

2
2
5
6
4
1
20

6
14
17
15
18
23

93

青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県 福島県 合計

制
度
概
要

　
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
は
、
日
本
の
産
業
・
文

化
の
発
展
を
支
え
、
豊
か
な
国
民
生
活
の
形
成

に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
も
の
づ
く
り
を
着
実

に
継
承
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、
製

造
・
生
産
現
場
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
中
堅
人

材
や
、
伝
統
的
・
文
化
的
な
「
技
」
を
支
え
て
き
た

熟
練
人
材
、
今
後
を
担
う
若
年
人
材
な
ど
、
も
の

づ
く
り
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
各
世
代
の
う

ち
、
特
に
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
方
々
を
顕
彰
す

る
制
度
で
す
。
特
に
、
昨
今
我
が
国
製
造
業
が
直

面
し
て
い
る
様
々
な
事
業
環
境
の
変
化
に
柔
軟

に
対
応
し
、
新
た
な
付
加
価
値
を
提
供
す
る
人

材
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
、
広
く
発
信
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
も
の
づ
く
り
に
携
わ
る
全
て
の
方
々

の
意
欲
向
上
、
ひ
い
て
は
我
が
国
製
造
業
が
今

後
も
力
強
く
成
長
し
て
い
く
た
め
の
原
動
力
と

な
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　
本
賞
は
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、
厚
生
労

働
省
及
び
文
部
科
学
省
の
4
省
庁
連
携
に
よ

り
、
平
成

17
年
よ
り
隔
年
開
催
し
て
お
り
、
今
回

で
6
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

製造・生産工程における画期的なシステムや手法の開発・導入によって、生産の抜本的効率化

など、生産革命を実現させた個人又はグループを表彰します。

第6回ものづくり日本大賞の表彰対象部門（経済産業省関係）は
次のとおりです。

①製造・生産プロセス部門

高度な技術的課題を克服し、従来にない画期的な製品・部品や素材等の開発・実用化を実現さ

せた個人又はグループを表彰します。

②製品・技術開発部門

地域に根ざした文化的な技術や、熟練人材により受け継がれてきた伝統的な技術の工夫や応

用によって、革新的・独創的な製品・部品や素材、生産プロセスの開発・実用化を実現させた個

人又はグループを表彰します。

③伝統技術の応用部門

日本の製造・生産プロセス、製品・部品や素材、技術開発及び伝統技術を海外展開することに

より、現地日系企業の生産性の向上や市場拡大等を通じ我が国ものづくり産業に貢献した、

日系企業に勤める個人又はグループを表彰します。

④海外展開部門

若年ものづくり人材（学生・生徒）の育成支援に積極的に取り組んでいる企業、NPO等のうち、

その活動が目覚ましいと認められる企業、NPO等を表彰します。

⑤青少年支援部門

産業・社会を支えるものづくり

ものづくりの将来を担う高度な技術・技能
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಺ֳ૯ཧେਉ賞
製品・技術開発部門

株
式
会
社
ఱ
ಐ
໦
޻

　
日
本
は
国
土
の
67
％
が
森
林

に
覆
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
約

4
割
は
戦
後
復
興
期
に
建
築
資

材
へ
の
活
用
を
期
待
し
て
植
林
さ

れ
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
等
の
人
工
林

で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
豊
か
な
森

林
資
源
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
日
本
の
木
材
自
給
率
は
わ

ず
か
27.
8
％
で
、
外
国
産
材
の

輸
入
増
加
や
国
産
材
の
価
格
低

迷
等
に
よ
り
、
森
林
の
価
値
は

製
品
を
量
産
す
る
こ
と
が
で
き
る

成
形
合
板
技
術
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と

し
て
知
ら
れ
る
。
通
常
よ
り
厚
く

ス
ラ
イ
ス
し
た
木
材
を
、
2
段
階

ロ
ー
ル
プ
レ
ス
機
で
加
圧
・
加
熱

す
る
新
た
な
木
材
圧
密
加
工
方

法
を
確
立
し
、
家
具
に
使
え
る
硬

さ
と
強
度
を
有
す
る
材
質
へ
の
改

質
に
成
功
し
た
。
さ
ら
に
得
意
の

成
形
合
板
技
術
と
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
高
品
質
な
国
産
針
葉
樹

の
家
具
を
量
産
で
き
る
製
造
方
法

を
開
発
・
実
用
化
し
た
。

　
ロ
ー
ル
圧
密
に
よ
る
針
葉
樹
の

圧
密
成
形
加
工
技
術
の
実
用
化
は

世
界
初
で
、特
許
出
願
済
み
で
あ
る
。

（
H
28
・
2
・
1
現
在
公
開
中
）

　
既
に
針
葉
樹
製
の
チ
ェ
ア
、
ベ

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
は
じ
め
と
す

る
針
葉
樹
は
、
広
葉
樹
と
比
べ

軟
ら
か
く
、
表
面
材
に
使
う
場

合
は
一
般
的
に
プ
レ
ス
機
で
圧
力

を
か
け
て
強
度
や
硬
度
を
高
く
す

る
圧
密
加
工
を
行
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
圧
密
加
工
は
フ
ラ
ッ
ト
な

面
で
の
使
用
を
想
定
し
た
技
術
の

た
め
、
繊
細
な
波
形
や
曲
線
の
デ

ザ
イ
ン
が
で
き
な
い
ほ
か
、
プ
レ
ス

の
際
の
加
熱
で
表
面
が
黒
く
焼
け

る
場
合
が
あ
り
、
家
具
に
は
不

向
き
と
な
っ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
、
日
本
の
森
林
環
境

に
対
す
る
危
機
感
と
、
家
具
製

造
に
使
用
す
る
木
材
の
ほ
と
ん

ど
を
輸
入
材
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
現
状
を
打
破
す
べ
く
、
実

用
化
不
可
能
と
さ
れ
て
き
た
軟

質
針
葉
樹
に
よ
る
成
形
合
板
家

具
製
造
の
新
た
な
技
術
開
発
に

取
り
組
み
、
約
3
年
の
歳
月
を

か
け
て
実
用
化
に
こ
ぎ
着
け
た
。

　
同
社
は
、
薄
く
ス
ラ
イ
ス
し

た
木
の
板
に
接
着
剤
を
塗
布
し
、

何
枚
も
重
ね
合
わ
せ
た
状
態
で
型

に
入
れ
、
プ
レ
ス
機
で
加
圧
・
加

熱
す
る
こ
と
で
接
着
剤
が
硬
化

し
、
自
由
な
曲
線
を
持
っ
た
木

ン
チ
、ソ
フ
ァ
、テ
ー
ブ
ル
、コ
ー

ト
ハ
ン
ガ
ー
な
ど
の
家
具
を
商

品
化
し
て
お
り
、
今
後
は
、
難

燃
・
防
腐
機
能
を
付
加
す
る
こ

と
で
内
外
装
材
等
の
建
材
へ
展

開
す
る
こ
と
も
計
画
し
て
い
る
。

　
曲
げ
に
弱
い
針
葉
樹
を
自
由

な
曲
線
に
加
工
可
能
と
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
人
工
林
の
間
伐
材

利
用
が
進
み
、
針
葉
樹
の
需
要

拡
大
に
よ
る
森
林
環
境
の
整
備
、

間
伐
材
の
地
産
地
消
に
よ
る
地

域
活
性
化
へ
貢
献
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、今
回
の
技
術
開
発
は
、

公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
促

進
法
や
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
制

度
な
ど
、
林
業
の
再
生
や
森
林

資
源
の
育
成
に
向
け
た
施
策
に

も
応
え
る
も
の
で
、
全
国
の
地

方
自
治
体
等
か
ら
注
目
を
集
め

て
い
る
。
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日
本
は
国
土
の
67
％
が
森
林

に
覆
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
約

4
割
は
戦
後
復
興
期
に
建
築
資

材
へ
の
活
用
を
期
待
し
て
植
林
さ

れ
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
等
の
人
工
林

で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
豊
か
な
森

林
資
源
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
日
本
の
木
材
自
給
率
は
わ

ず
か
27.
8
％
で
、
外
国
産
材
の

輸
入
増
加
や
国
産
材
の
価
格
低

迷
等
に
よ
り
、
森
林
の
価
値
は

製
品
を
量
産
す
る
こ
と
が
で
き
る

成
形
合
板
技
術
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と

し
て
知
ら
れ
る
。
通
常
よ
り
厚
く

ス
ラ
イ
ス
し
た
木
材
を
、
2
段
階

ロ
ー
ル
プ
レ
ス
機
で
加
圧
・
加
熱

す
る
新
た
な
木
材
圧
密
加
工
方

法
を
確
立
し
、
家
具
に
使
え
る
硬

さ
と
強
度
を
有
す
る
材
質
へ
の
改

質
に
成
功
し
た
。
さ
ら
に
得
意
の

成
形
合
板
技
術
と
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
高
品
質
な
国
産
針
葉
樹

の
家
具
を
量
産
で
き
る
製
造
方
法

を
開
発
・
実
用
化
し
た
。

　
ロ
ー
ル
圧
密
に
よ
る
針
葉
樹
の

圧
密
成
形
加
工
技
術
の
実
用
化
は

世
界
初
で
、特
許
出
願
済
み
で
あ
る
。

（
H
28
・
2
・
1
現
在
公
開
中
）

　
既
に
針
葉
樹
製
の
チ
ェ
ア
、
ベ

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
は
じ
め
と
す

る
針
葉
樹
は
、
広
葉
樹
と
比
べ

軟
ら
か
く
、
表
面
材
に
使
う
場

合
は
一
般
的
に
プ
レ
ス
機
で
圧
力

を
か
け
て
強
度
や
硬
度
を
高
く
す

る
圧
密
加
工
を
行
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
圧
密
加
工
は
フ
ラ
ッ
ト
な

面
で
の
使
用
を
想
定
し
た
技
術
の

た
め
、
繊
細
な
波
形
や
曲
線
の
デ

ザ
イ
ン
が
で
き
な
い
ほ
か
、
プ
レ
ス

の
際
の
加
熱
で
表
面
が
黒
く
焼
け

る
場
合
が
あ
り
、
家
具
に
は
不

向
き
と
な
っ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
、
日
本
の
森
林
環
境

に
対
す
る
危
機
感
と
、
家
具
製

造
に
使
用
す
る
木
材
の
ほ
と
ん

ど
を
輸
入
材
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
現
状
を
打
破
す
べ
く
、
実

用
化
不
可
能
と
さ
れ
て
き
た
軟

質
針
葉
樹
に
よ
る
成
形
合
板
家

具
製
造
の
新
た
な
技
術
開
発
に

取
り
組
み
、
約
3
年
の
歳
月
を

か
け
て
実
用
化
に
こ
ぎ
着
け
た
。

　
同
社
は
、
薄
く
ス
ラ
イ
ス
し

た
木
の
板
に
接
着
剤
を
塗
布
し
、

何
枚
も
重
ね
合
わ
せ
た
状
態
で
型

に
入
れ
、
プ
レ
ス
機
で
加
圧
・
加

熱
す
る
こ
と
で
接
着
剤
が
硬
化

し
、
自
由
な
曲
線
を
持
っ
た
木

ン
チ
、ソ
フ
ァ
、テ
ー
ブ
ル
、コ
ー

ト
ハ
ン
ガ
ー
な
ど
の
家
具
を
商

品
化
し
て
お
り
、
今
後
は
、
難

燃
・
防
腐
機
能
を
付
加
す
る
こ

と
で
内
外
装
材
等
の
建
材
へ
展

開
す
る
こ
と
も
計
画
し
て
い
る
。

　
曲
げ
に
弱
い
針
葉
樹
を
自
由

な
曲
線
に
加
工
可
能
と
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
人
工
林
の
間
伐
材

利
用
が
進
み
、
針
葉
樹
の
需
要

拡
大
に
よ
る
森
林
環
境
の
整
備
、

間
伐
材
の
地
産
地
消
に
よ
る
地

域
活
性
化
へ
貢
献
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、今
回
の
技
術
開
発
は
、

公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
促

進
法
や
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
制

度
な
ど
、
林
業
の
再
生
や
森
林

資
源
の
育
成
に
向
け
た
施
策
に

も
応
え
る
も
の
で
、
全
国
の
地

方
自
治
体
等
か
ら
注
目
を
集
め

て
い
る
。
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　今
後
期
待
さ
れ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
や
Io
T（
I
n
t
e
r
n
e
t 

o
f 

T
h
i
n
g
s
）
の
普

及
・
拡
大
に
よ
り
、
通
信
デ
ー

タ
量
の
増
大
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
ノ
ー
ト
P
C
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
の
端
末
に
お
い
て
も
、

さ
ら
な
る
高
速
処
理
と
小
型
・

軽
量
化
が
加
速
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

　フ
レ
キ
シ
ブ
ル
プ
リ
ン
ト
配

線
板（
以
下
、
F
P
C
）は
、
端

い
る
。
こ
の
た
め
、
安
価
で
は

あ
る
が
銅
箔
分
だ
け
基
板
が

厚
く
な
る
、
凹
凸
の
影
響
で

伝
送
ロ
ス
が
生
じ
る
と
い
っ
た

課
題
が
あ
っ
た
。

　こ
れ
に
対
し
て
、
分
子
接

合
技
術
は
、
従
来
の
機
械
的

接
合
、
溶
接
接
合
、
接
着
剤

接
合
の
い
ず
れ
の
概
念
に
も
含

ま
れ
な
い
、
画
期
的
な
接
合

手
法
で
あ
る
。
2
種
類
の
材

料
と
化
学
反
応
す
る
多
官
能

性
反
応
試
薬（
分
子
接
合
剤
）

を
つ
な
ぎ
役
と
し
、
1
分
子

オ
ー
ダ
ー（
ナ
ノ
サ
イ
ズ
）の

厚
さ
で
接
合
す
る
。
当
該
技

術
を
F
P
C
製
造
に
活
用
す

る
こ
と
で
、
基
板
上
に
直
接

銅
め
っ
き
を
形
成
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
全
体
の
厚
み

を
3
分
の
2
に
す
る
こ
と
に

成
功
し
た
。
さ
ら
に
、
平
滑

末
内
の
基
板
や
回
路
ユ
ニ
ッ
ト

同
士
の
接
続
に
使
用
さ
れ
て
お

り
、
バ
ッ
テ
リ
ー
や
H
D
D
等

の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
を
回
避
す

る
曲
げ
や
す
さ
や
薄
さ
が
必
要

と
さ
れ
る
。
ま
た
、
通
信
デ
ー

タ
の
高
速
・
大
容
量
化
に
伴
っ

て
、
端
末
内
で
も
高
速
伝
送
化

や
省
消
費
電
力
化
と
い
っ
た
要

求
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
今

回
の
受
賞
案
件
は
、
F
P
C

製
造
プ
ロ
セ
ス
に「
分
子
接
合

技
術
」
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

F
P
C
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
に

成
功
し
て
い
る
。

　従
来
、
F
P
C
の
基
板
と

な
る
ポ
リ
イ
ミ
ド
樹
脂
等
の

絶
縁
体
上
に
、
回
路
と
な
る

金
属
導
体
を
直
接
密
着
す
る

方
法
は
、
真
空
ス
パ
ッ
タ
リ
ン

グ
以
外
に
方
法
が
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
真
空
ス
パ
ッ
タ
リ
ン

グ
法
は
製
造
コ
ス
ト
が
高
く
な

る
た
め
、
一
般
的
に
は
、
基
板

に
銅ど

う

箔は
く

を
貼
り
付
け
る
手
法

が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

銅
箔
は
、
接
合
表
面
に
凹
凸

を
つ
け
て
鍵
の
よ
う
に
結
合
す

る
ア
ン
カ
ー
効
果
と
、
分
子

間
力
や
水
素
結
合
等
の
二
次

結
合
力
に
よ
っ
て
貼
り
付
け
て

な
接
合
表
面
に
よ
る
伝
送
ロ

ス
の
低
減
、使
用
材
料（
銅
箔
）

の
削
減
、
製
造
工
程
数
削
減

に
よ
る
省
エ
ネ
効
果
等
、
様
々

な
利
点
が
あ
る
。

　分
子
接
合
技
術
は
、
F
P
C

製
造
以
外
で
も
、
多
岐
に
わ

た
る
分
野
に
そ
の
応
用
市
場

が
広
が
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

C
F
R
P
と
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
等
、

次
世
代
輸
送
機
器
の
軽
量
化
に

期
待
さ
れ
る
複
合
材
料
の
接
合

に
も
有
用
だ
と
い
う
。

　森
グ
ル
ー
プ
は
、
分
子
接
合

技
術
に
よ
る
強
い
も
の
づ
く
り

で
雇
用
を
創
出
し
、
人
と
地
域

を
つ
な
ぎ
、
地
域
の
持
続
的
発

展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
構
想
し

て
い
る
。

●ैདྷٕज़ͱのൺֱͱͦのԠ༻੡඼
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　今
後
期
待
さ
れ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
や
Io
T（
I
n
t
e
r
n
e
t 

o
f 

T
h
i
n
g
s
）
の
普

及
・
拡
大
に
よ
り
、
通
信
デ
ー

タ
量
の
増
大
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
ノ
ー
ト
P
C
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
の
端
末
に
お
い
て
も
、

さ
ら
な
る
高
速
処
理
と
小
型
・

軽
量
化
が
加
速
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

　フ
レ
キ
シ
ブ
ル
プ
リ
ン
ト
配

線
板（
以
下
、
F
P
C
）は
、
端

い
る
。
こ
の
た
め
、
安
価
で
は

あ
る
が
銅
箔
分
だ
け
基
板
が

厚
く
な
る
、
凹
凸
の
影
響
で

伝
送
ロ
ス
が
生
じ
る
と
い
っ
た

課
題
が
あ
っ
た
。

　こ
れ
に
対
し
て
、
分
子
接

合
技
術
は
、
従
来
の
機
械
的

接
合
、
溶
接
接
合
、
接
着
剤

接
合
の
い
ず
れ
の
概
念
に
も
含

ま
れ
な
い
、
画
期
的
な
接
合

手
法
で
あ
る
。
2
種
類
の
材

料
と
化
学
反
応
す
る
多
官
能

性
反
応
試
薬（
分
子
接
合
剤
）

を
つ
な
ぎ
役
と
し
、
1
分
子

オ
ー
ダ
ー（
ナ
ノ
サ
イ
ズ
）の

厚
さ
で
接
合
す
る
。
当
該
技

術
を
F
P
C
製
造
に
活
用
す

る
こ
と
で
、
基
板
上
に
直
接

銅
め
っ
き
を
形
成
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
全
体
の
厚
み

を
3
分
の
2
に
す
る
こ
と
に

成
功
し
た
。
さ
ら
に
、
平
滑

末
内
の
基
板
や
回
路
ユ
ニ
ッ
ト

同
士
の
接
続
に
使
用
さ
れ
て
お

り
、
バ
ッ
テ
リ
ー
や
H
D
D
等

の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
を
回
避
す

る
曲
げ
や
す
さ
や
薄
さ
が
必
要

と
さ
れ
る
。
ま
た
、
通
信
デ
ー

タ
の
高
速
・
大
容
量
化
に
伴
っ

て
、
端
末
内
で
も
高
速
伝
送
化

や
省
消
費
電
力
化
と
い
っ
た
要

求
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
今

回
の
受
賞
案
件
は
、
F
P
C

製
造
プ
ロ
セ
ス
に「
分
子
接
合

技
術
」
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

F
P
C
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
に

成
功
し
て
い
る
。

　従
来
、
F
P
C
の
基
板
と

な
る
ポ
リ
イ
ミ
ド
樹
脂
等
の

絶
縁
体
上
に
、
回
路
と
な
る

金
属
導
体
を
直
接
密
着
す
る

方
法
は
、
真
空
ス
パ
ッ
タ
リ
ン

グ
以
外
に
方
法
が
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
真
空
ス
パ
ッ
タ
リ
ン

グ
法
は
製
造
コ
ス
ト
が
高
く
な

る
た
め
、
一
般
的
に
は
、
基
板

に
銅ど

う

箔は
く

を
貼
り
付
け
る
手
法

が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

銅
箔
は
、
接
合
表
面
に
凹
凸

を
つ
け
て
鍵
の
よ
う
に
結
合
す

る
ア
ン
カ
ー
効
果
と
、
分
子

間
力
や
水
素
結
合
等
の
二
次

結
合
力
に
よ
っ
て
貼
り
付
け
て

な
接
合
表
面
に
よ
る
伝
送
ロ

ス
の
低
減
、使
用
材
料（
銅
箔
）

の
削
減
、
製
造
工
程
数
削
減

に
よ
る
省
エ
ネ
効
果
等
、
様
々

な
利
点
が
あ
る
。

　分
子
接
合
技
術
は
、
F
P
C

製
造
以
外
で
も
、
多
岐
に
わ

た
る
分
野
に
そ
の
応
用
市
場

が
広
が
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

C
F
R
P
と
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
等
、

次
世
代
輸
送
機
器
の
軽
量
化
に

期
待
さ
れ
る
複
合
材
料
の
接
合

に
も
有
用
だ
と
い
う
。

　森
グ
ル
ー
プ
は
、
分
子
接
合

技
術
に
よ
る
強
い
も
の
づ
く
り

で
雇
用
を
創
出
し
、
人
と
地
域

を
つ
な
ぎ
、
地
域
の
持
続
的
発

展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
構
想
し

て
い
る
。

●ैདྷٕज़ͱのൺֱͱͦのԠ༻੡඼

受賞理由

˔Խֶ݁合Λ༻いͯҟछࡐྉΛ઀合͢Δ෼ࢠ઀合
͸ɺ઀ணɺ઀合ͷੈքʹഁյతΠϊϕʔγϣϯΛ͜ى
͠ಘΔըظతͳٕज़Ͱ͋Γɺٕ ज़ͷ൚༻ੑ΋ߴいɻ
˔஍Ҭͷେֶൃϕϯνϟʔۀاͱେۀاͷ࿈
ɺΦʔϓϯΠϊϕʔγϣϯͷͨ͠ݱΑΓ࣮ʹܞ
ɻྫࣄ޷

৽
ͨ
ͳ
઀
߹
の
֓
೦ủ
෼
ࢠ
઀
߹
Ứで

ి
ࢠ
୺
຤
の
খ
ɾܕ
ߴ
ੑ
能
Խ
を
࣮
ݱ

商　　号：株式会社い͓͏ Խֶ研究ॴ
設　　立：ฏ੒19年4月19日
従業員数：໾員 �名、社員 12名
事業内容：株式会社い͓͏ Խֶ研究ॴ͸21ੈل

の΋のづくりを先ಋ る͢ಉ一ද໘ػೳ
Խの֓೦ͱ進Խを͛ܝ、͋らΏる物ࢿ・
材ྉのද໘ػೳをಉ一Խ る͢Խֶ物
質の開発・੡造ൢച、ද໘ػೳಉ一
ԽࡎによるՃ工・૊立技術の技術Ҡ
స業຿、ٴͼද໘ػೳಉ一Խによる
新規׆༻੡඼の੡造ൢചを͏ߦ 。

株式会社͍͓͏ Խֶڀݚॴ
औక໾෭社௕ɹڮຊ ོ

߸ஸ໨ 3൪ 5࢛ख県੝Ԭ市্ాؠ
੝Ԭ市׭ֶ࢈࿈ڀݚܞηϯλʔ
TEL 01�-601-2610
FAX 01�-601-2644
E-mail iOGo@sDl-iOD.jp

http://sDM�JnD.jp/

リーダー ৿ ๜෉
ʢ˞�ʣʗྛ ๕೗ʢ˞�ʣޛኍʗ୍Ҫ ल٢ʢ˞�ʣʗಓ࿬ ໜʢ˞�ʣʗീำ୩ ໌඙ʢ˞�ʣʗླ໦ େ޹ ౻޻

ै
དྷ
の
઀
߹
ٕ
ज़
と
֓
೦
を

ҟ
に
͢
Δ
෼
ࢠ
઀
߹
ٕ
ज़

෼
ࢠ
઀
߹
ٕ
ज़
で
஍
Ҭ
の

࣋
ଓ
త
発
ల
を
ࢧ
͑
Δ

'
1
$
の
খ
ܕ
・
ܰ
ྔ
Խ
と

ߴ
଎
఻
ૹ
Խ
χ
ồ
ζ
に
貢
献

株式会社いおう化学研究所

෼ࢠϨϕϧͰ઀߹͢Δըظతͳ
ϑϨΩγϒϧϓϦϯτ഑ઢ൘の開発ͱྔ࢈Խ

お問い合わせ先

は͜Εまでの֪を୤ࣺ͗ͯ、新֓೦のものͮ͘لੈ��
Γ࣌୅にಥೖしͯいる。新ものͮ Γ࣌͘୅を͑ࢧるの
͕ಉҰද໘ػ能Խの֓೦で͋Γ、෼ࢠ઀߹技術で͋
る。ฏ׈なϙϦΠϛυに�෼ࢠのڞ༗݁߹でಔ഑ઢを
੒したϓϦϯト഑ઢ൘を開発し、高଎సૹ͕で͖るܗ
トϥϯスϑΝʔδΣοトυϯάϧを可能とした。

受賞メッセージ

受賞件名

受賞者

ձࣾ֓ཁ
্ஈ左から、工౻ ޹ኍ、৿ ๜෉、୍ Ҫ ल٢
Լஈ左から、ಓ࿬ ໜ、ീำ୩ ໌඙、ླ 木 大ޛ、ྛ  ๕೗

˞1 株式会社ϝイίー　˞2 株式会社౦ࣳ

ैདྷٕज़ ຊٕज़

●઀߹ݪཧ
ԜತでのػցతͳቕΊ߹͍

●ܽ఺
प೾৴߸のྼ化ߴ

খܕ化ɾബܕ化ࠔ೉

●઀߹ݪཧ
ฏ׈໘での化ֶ݁߹

●ར఺
ݮप೾఻ૹϩスの௿ߴ

ैདྷ඼よΓ��ˋのബܕ化

ΧϝϥϞδϡール

5SBOTGFS+FU5.υンάル

प೾ΞンςφɾΧϓϥߴ

界໘の模ࣜਤ 界໘の模ࣜਤ

վળ ద༻

第6回 ものづくり日本大賞8



ܦ
ࡁ
࢈
ۀ
େ
ਉ
賞

ものづくり日本大賞
第6回

経済産業େਉ賞
製品・技術開発部門

株
式
会
社
৿
؀
ڥ
ٕ
ज़
ݚ
ڀ
ॴ

　
従
来
、有
機
質
泥
土（
ヘ
ド
ロ
）

の
ほ
と
ん
ど
が
、
地
盤
材
料
と

し
て
の
再
資
源
化
は
不
可
能
と

判
断
さ
れ
、
土
砂
処
分
場
に
処

分
料
を
負
担
し
て
捨
土
さ
れ
て

い
る
。
平
成
20
年
度
の
ヘ
ド
ロ

排
出
量
は
約
1
1
0
0
万
㎥
と

な
っ
て
い
る
。
一
方
、
公
共
土
木

工
事
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
同
量
の

新
材（
山
砂
等
）を
購
入
し
て
地

盤
材
料
と
し
て
利
用
し
て
お
り
、

適
切
と
さ
れ
て
き
た
ヘ
ド
ロ
に
繊

維
質
系
泥
土
改
良
材（
低
級
古

紙
破
砕
物
）と
固
化
材
を
投
入
・

撹か
く

拌は
ん

す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
当

の
期
間
有
機
物
の
分
解
に
よ
る

ガ
ス
の
発
生
を
抑
制
す
る
技
術

を
確
立
し
、
さ
ら
に
、
耐
震
性

や
耐
久
性
に
優
れ
た
高
機
能
性

地
盤
材
料
に
再
資
源
化
す
る「
ボ

ン
テ
ラ
ン
工
法
」を
開
発
し
た
。

　
ボ
ン
テ
ラ
ン
改
良
土
の
F
L

（
液
状
化
抵
抗
率
）は
1.
5
と
、

従
来
の
砂
に
比
べ
て
13
倍
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、

山
砂
を
購
入
し
て
施
工
し
た
堤
防

が
東
日
本
大
震
災
で
液
状
化
に

よ
る
せ
ん
断
破
壊
や
ク
ラ
ッ
ク
が

発
生
し
た
の
に
対
し
、
ヘ
ド
ロ
を

再
利
用
し
た
ボ
ン
テ
ラ
ン
改
良
土

で
つ
く
っ
た
堤
防
は
無
傷
で
、
液

状
化
対
策
用
地
盤
材
料
と
し
て

の
有
効
性
が
実
証
さ
れ
た
。

極
め
て
い
び
つ
な
状
況
が
公
共

工
事
の
社
会
的
問
題
と
な
っ
て

い
る
。

　
特
に
宮
城
県
で
は
公
共
工
事

に
必
要
な
土
砂
の
違
法
採
取
が

相
次
ぐ
一
方
で
、
河
川
に
堆
積

し
て
い
る
ヘ
ド
ロ
が
復
興
を
妨

げ
て
い
る
と
い
う
問
題
を
抱
え

て
い
た
。
さ
ら
に
、
東
日
本
大

震
災
で
発
生
し
た
津
波
堆
積
物

の
発
生
量
は
被
災
6
県
で
約

1
3
0
0
万
〜
2
8
0
0
万
ト

ン
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
大
量

の
津
波
堆
積
物
を
最
終
処
分
場

へ
埋
め
立
て
処
分
す
る
こ
と
は
ほ

ぼ
不
可
能
で
あ
り
、
有
効
利
用

が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
有
機
物
の
混
入
が

多
い
津
波
堆
積
物
は
、
こ
れ
ら

を
盛
土
と
し
て
利
用
し
た
場
合
、

有
機
物
の
分
解
に
よ
る
ガ
ス
の

発
生
・
沈
下
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
、
再
利
用
が
進
ん
で
お
ら
ず
、

有
機
物
を
含
む
津
波
堆
積
物
の

有
効
活
用
が
大
き
な
課
題
と
し

て
残
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
東
北
大
学
と
共
同
研

究
を
行
い
、
従
来
、
土
質
改
良

に
は
コ
ス
ト
と
時
間
が
か
か
り
、

か
つ
、
盛
土
と
し
て
の
使
用
が
不

　
従
来
は
無
価
値
と
さ
れ
、
災

害
復
旧
を
妨
げ
て
い
た
ヘ
ド
ロ
の

再
資
源
化
は
、
環
境
保
全
・
環

境
負
荷
低
減
に
つ
な
が
る
だ
け
で

は
な
く
、
全
国
で
多
発
し
て
い

る
自
然
災
害
に
お
い
て
、
迅
速

な
災
害
復
旧
と
大
幅
な
コ
ス
ト

削
減
を
可
能
と
し
、
2
0
1
5

年
5
月
現
在
、
既
に
全
国
で

3
9
3
件
の
採
用
実
績
が
あ
る
。

　
震
災
に
お
い
て
復
旧
活
動
に

率
先
し
て
取
り
組
む
の
は
地
元

の
建
設
業
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
建
設
業
者
に
本
工
法
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
無
償
提
供
し
、
中

小
建
設
業
者
の
新
規
ビ
ジ
ネ
ス

の
拡
大
と
国
土
強き

ょ
う

靱じ
ん

化
に
も
貢

献
し
て
い
る
。
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従
来
、有
機
質
泥
土（
ヘ
ド
ロ
）

の
ほ
と
ん
ど
が
、
地
盤
材
料
と

し
て
の
再
資
源
化
は
不
可
能
と

判
断
さ
れ
、
土
砂
処
分
場
に
処

分
料
を
負
担
し
て
捨
土
さ
れ
て

い
る
。
平
成
20
年
度
の
ヘ
ド
ロ

排
出
量
は
約
1
1
0
0
万
㎥
と

な
っ
て
い
る
。
一
方
、
公
共
土
木

工
事
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
同
量
の

新
材（
山
砂
等
）を
購
入
し
て
地

盤
材
料
と
し
て
利
用
し
て
お
り
、

適
切
と
さ
れ
て
き
た
ヘ
ド
ロ
に
繊

維
質
系
泥
土
改
良
材（
低
級
古

紙
破
砕
物
）と
固
化
材
を
投
入
・

撹か
く

拌は
ん

す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
当

の
期
間
有
機
物
の
分
解
に
よ
る

ガ
ス
の
発
生
を
抑
制
す
る
技
術

を
確
立
し
、
さ
ら
に
、
耐
震
性

や
耐
久
性
に
優
れ
た
高
機
能
性

地
盤
材
料
に
再
資
源
化
す
る「
ボ

ン
テ
ラ
ン
工
法
」を
開
発
し
た
。

　
ボ
ン
テ
ラ
ン
改
良
土
の
F
L

（
液
状
化
抵
抗
率
）は
1.
5
と
、

従
来
の
砂
に
比
べ
て
13
倍
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、

山
砂
を
購
入
し
て
施
工
し
た
堤
防

が
東
日
本
大
震
災
で
液
状
化
に

よ
る
せ
ん
断
破
壊
や
ク
ラ
ッ
ク
が

発
生
し
た
の
に
対
し
、
ヘ
ド
ロ
を

再
利
用
し
た
ボ
ン
テ
ラ
ン
改
良
土

で
つ
く
っ
た
堤
防
は
無
傷
で
、
液

状
化
対
策
用
地
盤
材
料
と
し
て

の
有
効
性
が
実
証
さ
れ
た
。

極
め
て
い
び
つ
な
状
況
が
公
共

工
事
の
社
会
的
問
題
と
な
っ
て

い
る
。

　
特
に
宮
城
県
で
は
公
共
工
事

に
必
要
な
土
砂
の
違
法
採
取
が

相
次
ぐ
一
方
で
、
河
川
に
堆
積

し
て
い
る
ヘ
ド
ロ
が
復
興
を
妨

げ
て
い
る
と
い
う
問
題
を
抱
え

て
い
た
。
さ
ら
に
、
東
日
本
大

震
災
で
発
生
し
た
津
波
堆
積
物

の
発
生
量
は
被
災
6
県
で
約

1
3
0
0
万
〜
2
8
0
0
万
ト

ン
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
大
量

の
津
波
堆
積
物
を
最
終
処
分
場

へ
埋
め
立
て
処
分
す
る
こ
と
は
ほ

ぼ
不
可
能
で
あ
り
、
有
効
利
用

が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
有
機
物
の
混
入
が

多
い
津
波
堆
積
物
は
、
こ
れ
ら

を
盛
土
と
し
て
利
用
し
た
場
合
、

有
機
物
の
分
解
に
よ
る
ガ
ス
の

発
生
・
沈
下
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
、
再
利
用
が
進
ん
で
お
ら
ず
、

有
機
物
を
含
む
津
波
堆
積
物
の

有
効
活
用
が
大
き
な
課
題
と
し

て
残
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
東
北
大
学
と
共
同
研

究
を
行
い
、
従
来
、
土
質
改
良

に
は
コ
ス
ト
と
時
間
が
か
か
り
、

か
つ
、
盛
土
と
し
て
の
使
用
が
不

　
従
来
は
無
価
値
と
さ
れ
、
災

害
復
旧
を
妨
げ
て
い
た
ヘ
ド
ロ
の

再
資
源
化
は
、
環
境
保
全
・
環

境
負
荷
低
減
に
つ
な
が
る
だ
け
で

は
な
く
、
全
国
で
多
発
し
て
い

る
自
然
災
害
に
お
い
て
、
迅
速

な
災
害
復
旧
と
大
幅
な
コ
ス
ト

削
減
を
可
能
と
し
、
2
0
1
5

年
5
月
現
在
、
既
に
全
国
で

3
9
3
件
の
採
用
実
績
が
あ
る
。

　
震
災
に
お
い
て
復
旧
活
動
に

率
先
し
て
取
り
組
む
の
は
地
元

の
建
設
業
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
建
設
業
者
に
本
工
法
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
無
償
提
供
し
、
中

小
建
設
業
者
の
新
規
ビ
ジ
ネ
ス

の
拡
大
と
国
土
強き

ょ
う

靱じ
ん

化
に
も
貢

献
し
て
い
る
。
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　大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、

避
難
等
に
関
わ
る
情
報
の
収
集

や
通
信
の
た
め
に
携
帯
電
話
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
携
帯
機

器
が
広
く
利
用
さ
れ
て
お
り
、

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
も
大

活
躍
し
た
。
ワ
ン
セ
グ
放
送
や

ラ
ジ
オ
を
視
聴
し
た
人
は
警
報

が
出
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
避

難
す
る
こ
と
が
で
き
た
一
方
で
、

停
電
が
長
期
に
わ
た
っ
た
地
域

で
は
、
こ
れ
ら
機
器
の
充
電
が

5
0
0
ml
の
空
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

準
備
す
る
。
な
お
、
使
用
す
る

水
は
水
道
水
の
ほ
か
、
非
常
時
で

も
比
較
的
入
手
し
や
す
い
海
水
・

河
川
水
・
雨
水
・
尿
等
で
も
代

替
可
能
で
あ
る
。
次
に
、
筐
体

側
面
に
刻
み
込
ま
れ
た
ミ
シ
ン
目

に
沿
っ
て
通
気
口
を
開
け
た
後
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
水
を
注
入
し

ふ
た
を
閉
め
る
と
約
3
分
で
発
電

が
始
ま
り
、
U
S
B
ポ
ー
ト
を

通
じ
て
5
日
間
程
度
電
源
を
供

給
で
き
る
。

　こ
う
し
た
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
空

気
電
池
の
実
用
化
の
背
景
に
は

様
々
な
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
が
あ
っ

た
。
一
般
的
な
電
池
で
は
、
外

装
体
と
し
て
金
属
や
樹
脂
の
容

器
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
本

十
分
行
え
ず
、
乾
電
池
も
売
り

切
れ
状
態
に
な
っ
た
た
め
、
警

報
情
報
や
外
部
か
ら
の
連
絡
が

遮
断
さ
れ
て
し
ま
い
、
多
く
の

尊
い
命
が
失
わ
れ
た
。

　福
島
県
い
わ
き
市
に
立
地
す
る

同
社
は
、
こ
う
し
た
東
日
本
大
震

災
で
の
被
災
経
験
か
ら
携
帯
情
報

端
末
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
重

要
性
を
認
識
し
、
電
力
会
社
か
ら

の
電
力
供
給
に
全
面
的
に
依
存
し

な
い
非
常
用
電
源
と
し
て
、
避
難

所
な
ど
に
設
置
可
能
で
簡
単
に
多

数
の
携
帯
機
器
へ
電
力
を
供
給
で

き
る
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
空
気
電
池
の

実
用
化
開
発
に
着
手
し
た
。

　マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
空
気
電
池
と

は
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
負
極
、

空
気
中
の
酸
素
を
取
り
込
む
た

め
の
導
電
性
素
材
を
正
極
と

し
、
こ
れ
ら
と
電
解
液（
食
塩

水
）が
化
学
反
応
す
る
こ
と
で

発
電
す
る
電
池
で
あ
る
。

　乾
電
池
の
場
合
、
未
使
用
状

態
で
も
2
〜
3
年
で
交
換
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
今
回
開
発
し

た
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
空
気
電
池
は
、

封
を
し
た
状
態
で
約
10
年
間
の

保
管
が
可
能
で
、
か
つ
乾
電
池

よ
り
発
電
容
量
が
大
き
い
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　本
電
池
を
使
用
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
2
L
の
水
と
、
水
を

計
量
す
る
道
具
と
し
て
市
販
の

開
発
で
は
、
電
池
の
軽
量
化
や

廃
棄
時
の
環
境
負
荷
軽
減
を
図

る
べ
く
、
特
殊
加
工
に
よ
り
耐

水
性
・
水
密
性
を
高
め
た
紙
製

部
品
を
容
器
筐
体
や
中
仕
切
り

に
採
用
し
て
い
る
ほ
か
、
正
極

で
酸
素
の
反
応
を
活
性
化
さ
せ

る
触
媒
に
は
希
少
金
属
を
一
切

使
用
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
発
電

プ
ロ
セ
ス
で
発
生
す
る
水
酸
化
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム〈
M
g（
O
H
）2
〉が

不
動
態
被
膜
と
な
っ
て
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
負
極
を
覆
い
放
電
作
用
を

阻
害
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
除

去
す
る
た
め
の
機
構
を
独
自
に

導
入
。

　メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
、
長

期
間
保
管
可
能
、
軽
量
の
た

め
持
ち
運
び
が
容
易
と
い
っ
た

点
が
評
価
さ
れ
、
全
国
各
地

の
防
災
拠
点
で
備
蓄
が
進
ん

で
い
る
。

●.H#O9のൃిϝΧχζϜ（Πϝーδ） ●.H#O9によるL&D఺౮ͱスϚートϑΥンのॆిの༷ࢠ
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ݹ
Տ
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会
社

　大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、

避
難
等
に
関
わ
る
情
報
の
収
集

や
通
信
の
た
め
に
携
帯
電
話
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
携
帯
機

器
が
広
く
利
用
さ
れ
て
お
り
、

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
も
大

活
躍
し
た
。
ワ
ン
セ
グ
放
送
や

ラ
ジ
オ
を
視
聴
し
た
人
は
警
報

が
出
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
避

難
す
る
こ
と
が
で
き
た
一
方
で
、

停
電
が
長
期
に
わ
た
っ
た
地
域

で
は
、
こ
れ
ら
機
器
の
充
電
が

5
0
0
ml
の
空
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

準
備
す
る
。
な
お
、
使
用
す
る

水
は
水
道
水
の
ほ
か
、
非
常
時
で

も
比
較
的
入
手
し
や
す
い
海
水
・

河
川
水
・
雨
水
・
尿
等
で
も
代

替
可
能
で
あ
る
。
次
に
、
筐
体

側
面
に
刻
み
込
ま
れ
た
ミ
シ
ン
目

に
沿
っ
て
通
気
口
を
開
け
た
後
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
水
を
注
入
し

ふ
た
を
閉
め
る
と
約
3
分
で
発
電

が
始
ま
り
、
U
S
B
ポ
ー
ト
を

通
じ
て
5
日
間
程
度
電
源
を
供

給
で
き
る
。

　こ
う
し
た
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
空

気
電
池
の
実
用
化
の
背
景
に
は

様
々
な
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
が
あ
っ

た
。
一
般
的
な
電
池
で
は
、
外

装
体
と
し
て
金
属
や
樹
脂
の
容

器
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
本

十
分
行
え
ず
、
乾
電
池
も
売
り

切
れ
状
態
に
な
っ
た
た
め
、
警

報
情
報
や
外
部
か
ら
の
連
絡
が

遮
断
さ
れ
て
し
ま
い
、
多
く
の

尊
い
命
が
失
わ
れ
た
。

　福
島
県
い
わ
き
市
に
立
地
す
る

同
社
は
、
こ
う
し
た
東
日
本
大
震

災
で
の
被
災
経
験
か
ら
携
帯
情
報

端
末
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
重

要
性
を
認
識
し
、
電
力
会
社
か
ら

の
電
力
供
給
に
全
面
的
に
依
存
し

な
い
非
常
用
電
源
と
し
て
、
避
難

所
な
ど
に
設
置
可
能
で
簡
単
に
多

数
の
携
帯
機
器
へ
電
力
を
供
給
で

き
る
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
空
気
電
池
の

実
用
化
開
発
に
着
手
し
た
。

　マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
空
気
電
池
と

は
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
負
極
、

空
気
中
の
酸
素
を
取
り
込
む
た

め
の
導
電
性
素
材
を
正
極
と

し
、
こ
れ
ら
と
電
解
液（
食
塩

水
）が
化
学
反
応
す
る
こ
と
で

発
電
す
る
電
池
で
あ
る
。

　乾
電
池
の
場
合
、
未
使
用
状

態
で
も
2
〜
3
年
で
交
換
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
今
回
開
発
し

た
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
空
気
電
池
は
、

封
を
し
た
状
態
で
約
10
年
間
の

保
管
が
可
能
で
、
か
つ
乾
電
池

よ
り
発
電
容
量
が
大
き
い
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　本
電
池
を
使
用
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
2
L
の
水
と
、
水
を

計
量
す
る
道
具
と
し
て
市
販
の

開
発
で
は
、
電
池
の
軽
量
化
や

廃
棄
時
の
環
境
負
荷
軽
減
を
図

る
べ
く
、
特
殊
加
工
に
よ
り
耐

水
性
・
水
密
性
を
高
め
た
紙
製

部
品
を
容
器
筐
体
や
中
仕
切
り

に
採
用
し
て
い
る
ほ
か
、
正
極

で
酸
素
の
反
応
を
活
性
化
さ
せ

る
触
媒
に
は
希
少
金
属
を
一
切

使
用
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
発
電

プ
ロ
セ
ス
で
発
生
す
る
水
酸
化
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム〈
M
g（
O
H
）2
〉が

不
動
態
被
膜
と
な
っ
て
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
負
極
を
覆
い
放
電
作
用
を

阻
害
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
除

去
す
る
た
め
の
機
構
を
独
自
に

導
入
。

　メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
、
長

期
間
保
管
可
能
、
軽
量
の
た

め
持
ち
運
び
が
容
易
と
い
っ
た

点
が
評
価
さ
れ
、
全
国
各
地

の
防
災
拠
点
で
備
蓄
が
進
ん

で
い
る
。

●.H#O9のൃిϝΧχζϜ（Πϝーδ） ●.H#O9によるL&D఺౮ͱスϚートϑΥンのॆిの༷ࢠ

●.H#O9の࢖༻ํ๏

●.H#O9の֎؍

●.H#O9の༷࢓

受賞理由
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　仙
台
み
や
げ
の
工
芸
品「
玉

虫
塗
」は
、
従
来
の
漆
器
の
下

地
の
上
に
銀
の
層
、
さ
ら
に
そ

の
上
に
透
明
感
の
あ
る
上
塗
り

層
を
重
ね
て
あ
り
、
艶あ

で

や
か
な

光
沢
と
華
や
か
な
色
調
が
特
徴

の
塗
り
物
で
、
現
在
は
宮
城

県
の
伝
統
工
芸
品
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
の「
玉
虫
塗
」は

1
9
3
0
年
代
に
東
北
の
産
業

育
成
の
た
め
に
商
工
省
工
芸
指

膜
を
開
発
し
た
。

　産
総
研
が
開
発
し
た
無
機
有

機
ナ
ノ
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
材
料「
ク

レ
ー
ス
ト
」は
、
板
状
の
粘
土
結

晶
を
配
向
さ
せ
た
微
細
構
造
を

有
し
、
粘
土
質
で
あ
り
な
が
ら

透
明
性
が
高
く
、
ク
リ
ア
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
と
し
て
の
用
途
に
も
適

し
、
塗
料
と
の
適
合
性
に
も
優

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
用
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
漆
器
製
品
に
用
い
ら
れ

て
こ
な
か
っ
た
洋
食
器
等
の
硬
い

基
材
を
用
い
て
、
十
分
な
耐
擦

過
性
、
か
つ
長
期
間
の
使
用
に

も
耐
え
う
る
耐
候
性
に
も
富
ん

だ
ナ
ノ
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
付
与
し
た
高
耐
久
性
漆

器
を
開
発
し
た
。

　さ
ら
に
、
産
総
研
で
開
発
さ

れ
た
有
機
化
合
成
粘
土
を
用
い

て
粘
土
を
ナ
ノ
レ
ベ
ル
ま
で
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
に
均
一
分
散
さ
せ
る
こ

導
所（
現
在
の
産
業
技
術
総
合

研
究
所
、
以
下
産
総
研
）に
て

国
策
で
つ
く
ら
れ
た
技
術
で
、

そ
れ
を
東
北
工
芸
製
作
所
が
商

品
化
し
、
地
場
産
品
と
し
て
発

展
さ
せ
て
き
た
。
ま
さ
に
産
学

官
連
携
の
先
駆
け
と
い
え
る
。

　し
か
し
、
伝
統
工
芸
品
で
あ

る
が
故
に
鑑
賞
用
と
な
り
が
ち

で
生
活
者
と
の
接
点
に
乏
し
く
、

衰
退
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
た

の
が
東
日
本
大
震
災
で
、
主
力

商
品
で
あ
る
地
元
贈
答
品
や
記

念
品
が
相
次
い
で
キ
ャ
ン
セ
ル
と

な
り
、
観
光
客
の
激
減
に
よ
る

土
産
品
の
売
り
上
げ
減
少
も
重

な
り
、
経
営
的
に
大
き
な
打
撃

を
受
け
、
新
た
な
事
業
展
開
の

必
要
性
に
迫
ら
れ
た
。

　そ
こ
で
日
常
の
シ
ー
ン
で
気
軽

に
使
え
る
漆
器
、
取
り
扱
い
の

知
識
が
な
い
外
国
人
で
も
日
々

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
漆
器

づ
く
り
を
目
指
し
、
漆
器
の
耐

擦
過
性
、
耐
候
性
、
耐
紫
外
線

性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
産
総

研
と
共
同
研
究
を
行
い
、
ナ
ノ
コ

ン
ポ
ジ
ッ
ト
技
術
を
用
い
た
保
護

と
に
よ
り
、
ガ
ラ
ス
並
み
の
透
明

性
を
有
す
る
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
層
を

開
発
し
た
。
こ
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

層
を
付
与
し
た
漆
器
は
鉛
筆
硬

度
4
H
以
上
で
、
高
い
耐
紫
外

線
性
を
有
す
る
。

　伝
統
技
術
の
高
度
化
に
よ
り
、

現
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ

せ
た
食
器
等
へ
の
漆
工
の
展
開
が

広
が
る
だ
け
で
は
な
く
、
食
器

洗
浄
機
に
も
耐
え
ら
れ
る
た
め

海
外
へ
の
販
路
拡
大
、
さ
ら
に
は

携
帯
電
子
機
器
や
自
動
車
内
装

部
品
等
の
工
業
製
品
へ
の
応
用

可
能
性
も
期
待
で
き
る
。

　長
期
的
に
は「
玉
虫
塗
」の
国

内
外
へ
の
販
路
開
拓
を
促
し
、

新
提
案
型
地
場
産
品
の
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
と
な
っ
て
、
宮
城
の
復

興
工
芸
品
の
成
功
モ
デ
ル
に
な
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。
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༗
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会
社
౦
๺
޻
ܳ
੡
࡞
ॴ

　仙
台
み
や
げ
の
工
芸
品「
玉

虫
塗
」は
、
従
来
の
漆
器
の
下

地
の
上
に
銀
の
層
、
さ
ら
に
そ

の
上
に
透
明
感
の
あ
る
上
塗
り

層
を
重
ね
て
あ
り
、
艶あ

で

や
か
な

光
沢
と
華
や
か
な
色
調
が
特
徴

の
塗
り
物
で
、
現
在
は
宮
城

県
の
伝
統
工
芸
品
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
の「
玉
虫
塗
」は

1
9
3
0
年
代
に
東
北
の
産
業

育
成
の
た
め
に
商
工
省
工
芸
指

膜
を
開
発
し
た
。

　産
総
研
が
開
発
し
た
無
機
有

機
ナ
ノ
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
材
料「
ク

レ
ー
ス
ト
」は
、
板
状
の
粘
土
結

晶
を
配
向
さ
せ
た
微
細
構
造
を

有
し
、
粘
土
質
で
あ
り
な
が
ら

透
明
性
が
高
く
、
ク
リ
ア
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
と
し
て
の
用
途
に
も
適

し
、
塗
料
と
の
適
合
性
に
も
優

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
用
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
漆
器
製
品
に
用
い
ら
れ

て
こ
な
か
っ
た
洋
食
器
等
の
硬
い

基
材
を
用
い
て
、
十
分
な
耐
擦

過
性
、
か
つ
長
期
間
の
使
用
に

も
耐
え
う
る
耐
候
性
に
も
富
ん

だ
ナ
ノ
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
付
与
し
た
高
耐
久
性
漆

器
を
開
発
し
た
。

　さ
ら
に
、
産
総
研
で
開
発
さ

れ
た
有
機
化
合
成
粘
土
を
用
い

て
粘
土
を
ナ
ノ
レ
ベ
ル
ま
で
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
に
均
一
分
散
さ
せ
る
こ

導
所（
現
在
の
産
業
技
術
総
合

研
究
所
、
以
下
産
総
研
）に
て

国
策
で
つ
く
ら
れ
た
技
術
で
、

そ
れ
を
東
北
工
芸
製
作
所
が
商

品
化
し
、
地
場
産
品
と
し
て
発

展
さ
せ
て
き
た
。
ま
さ
に
産
学

官
連
携
の
先
駆
け
と
い
え
る
。

　し
か
し
、
伝
統
工
芸
品
で
あ

る
が
故
に
鑑
賞
用
と
な
り
が
ち

で
生
活
者
と
の
接
点
に
乏
し
く
、

衰
退
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
た

の
が
東
日
本
大
震
災
で
、
主
力

商
品
で
あ
る
地
元
贈
答
品
や
記

念
品
が
相
次
い
で
キ
ャ
ン
セ
ル
と

な
り
、
観
光
客
の
激
減
に
よ
る

土
産
品
の
売
り
上
げ
減
少
も
重

な
り
、
経
営
的
に
大
き
な
打
撃

を
受
け
、
新
た
な
事
業
展
開
の

必
要
性
に
迫
ら
れ
た
。

　そ
こ
で
日
常
の
シ
ー
ン
で
気
軽

に
使
え
る
漆
器
、
取
り
扱
い
の

知
識
が
な
い
外
国
人
で
も
日
々

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
漆
器

づ
く
り
を
目
指
し
、
漆
器
の
耐

擦
過
性
、
耐
候
性
、
耐
紫
外
線

性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
産
総

研
と
共
同
研
究
を
行
い
、
ナ
ノ
コ

ン
ポ
ジ
ッ
ト
技
術
を
用
い
た
保
護

と
に
よ
り
、
ガ
ラ
ス
並
み
の
透
明

性
を
有
す
る
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
層
を

開
発
し
た
。
こ
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

層
を
付
与
し
た
漆
器
は
鉛
筆
硬

度
4
H
以
上
で
、
高
い
耐
紫
外

線
性
を
有
す
る
。

　伝
統
技
術
の
高
度
化
に
よ
り
、

現
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ

せ
た
食
器
等
へ
の
漆
工
の
展
開
が

広
が
る
だ
け
で
は
な
く
、
食
器

洗
浄
機
に
も
耐
え
ら
れ
る
た
め

海
外
へ
の
販
路
拡
大
、
さ
ら
に
は

携
帯
電
子
機
器
や
自
動
車
内
装

部
品
等
の
工
業
製
品
へ
の
応
用

可
能
性
も
期
待
で
き
る
。

　長
期
的
に
は「
玉
虫
塗
」の
国

内
外
へ
の
販
路
開
拓
を
促
し
、

新
提
案
型
地
場
産
品
の
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
と
な
っ
て
、
宮
城
の
復

興
工
芸
品
の
成
功
モ
デ
ル
に
な
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。
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式
会
社
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ϊ
Π

　雌
ね
じ（
穴
の
内
側
に
溝
が
切

ら
れ
た
ね
じ
）を
加
工
す
る
た
め

に
タ
ッ
プ
と
呼
ば
れ
る
工
具
が

用
い
ら
れ
る
。
タ
ッ
プ
の
先
端
に

は
切
削
刃
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
回
転
さ
せ
な
が
ら
穴
の
奥

へ
押
し
込
む
こ
と
で
雌
ね
じ
の
溝

が
形
成
さ
れ
る
。

　ね
じ
加
工
工
具
の
専
業
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
同
社
の
強
み
は
、

顧
客
の
様
々
な
要
求
や
悩
み
事

に
寄
り
添
っ
て
解
決
す
る「
ド
ク

開
発
部
門
お
よ
び
試
作
部
門
が

集
ま
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
結
成
し
、
雌
ね
じ
の
切
削
加

工
時
に
切
屑
詰
ま
り
が
発
生
し
な

い
タ
ッ
プ
の
開
発
に
着
手
。
タ
ッ

プ
の
軸
部
の
外
側
に
設
け
た
流

路
溝（
サ
イ
ド
ス
ル
ー
溝
）か
ら
給

油
す
る
方
式
を
考
案
す
る
に
至
っ

た
。
そ
の
後
、
タ
ッ
プ
切
刃
と
加

工
ポ
イ
ン
ト
に
対
し
て
切
削
油
を

効
果
的
に
注
入
す
る
た
め
の
最
適

な
構
造
等
に
関
し
て
研
究
・
実

証
を
重
ね
た
結
果
、
雌
ね
じ
内
の

切
屑（
チ
ッ
プ
）を
ゼ
ロ
に
す
る「
ゼ

ロ
チ
ッ
プ
タ
ッ
プ
」を
2
0
0
9

年
に
完
成
さ
せ
た
。

　サ
イ
ド
ス
ル
ー
溝
の
導
入
に

よ
っ
て
切
削
油
の
流
れ
が
格
段
に

タ
ー
セ
ー
ル
ス
」で
あ
る
。
こ
れ

は
、
ね
じ
を
知
り
尽
く
し
た
営

業
担
当
が
専
門
医
の
よ
う
に
患
者

（
顧
客
）を
ケ
ア
す
る
と
い
う
も

の
で
、
ね
じ
の
状
態
や
加
工
条

件
、
設
備
環
境
な
ど
を
総
合
的

に
見
極
め
た
上
で
ト
ラ
ブ
ル
の
根

本
原
因
を
抽
出
し
、
改
善
提
案

を
行
っ
て
い
る
。

　そ
の
よ
う
な
同
社
に
、
顧
客

の
大
手
輸
送
機
器
メ
ー
カ
ー
か

ら
従
来
の
タ
ッ
プ
に
対
し
て
改
善

要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
。
雌
ね
じ

を
切
る
際
に
発
生
す
る
切
屑
を

タ
ッ
プ
が
か
み
込
ん
で
し
ま
い
、

タ
ッ
プ
が
突
発
的
に
破
損
し
た

り
、
切
削
ス
ピ
ー
ド
が
低
下
し

て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。

　従
来
の
タ
ッ
プ
で
は
、
軸
芯
に

切
削
油
が
流
れ
る
オ
イ
ル
ホ
ー
ル

構
造
が
一
般
的
に
採
用
さ
れ
て
い

る
が
、
切
削
面
全
体
に
ま
ん
べ

ん
な
く
給
油
し
に
く
く
、
冷
却

効
果
・
潤
滑
効
果
が
不
足
気
味

に
な
る
ほ
か
、
中
央
部
に
穴
が

開
い
た
構
造
で
あ
る
が
故
、
強

度
が
低
下
す
る
と
い
う
欠
点
が

あ
る
。

　顧
客
企
業
の
こ
う
し
た
切
実

な
課
題
に
対
応
す
べ
く
、
同
社
で

は
、
2
0
0
7
年
、
営
業
部
門
・

向
上
し
、
タ
ッ
プ
の
刃
先
を
直

接
冷
却
・
潤
滑
し
な
が
ら
切
削

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
従

来
方
式
に
比
べ
切
削
速
度
が
向

上
し
た
。
ま
た
、
タ
ッ
プ
の
刃

先
の
間
か
ら
切
屑
を
ス
ム
ー
ズ
に

排
出
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
切

屑
詰
ま
り
に
よ
る
突
発
的
な
折

損
ト
ラ
ブ
ル
が
激
減
。
さ
ら
に
、

加
工
時
間
の
短
縮
、
切
削
強
度

の
向
上
、
工
具
の
長
寿
命
化
等

は
製
造
コ
ス
ト
の
削
減
や
品
質

向
上
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

　こ
の
ゼ
ロ
チ
ッ
プ
タ
ッ
プ
は
難

削
材
加
工
メ
ー
カ
ー
等
で
の
採

用
が
増
え
て
お
り
、
製
品
売
り

上
げ
も
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、

今
後
は
、
従
来
の
金
属
加
工
だ

け
で
な
く
、
樹
脂
系
材
料
や
難

削
材
・
高
価
格
材
と
い
っ
た
特

殊
材
料
等
へ
も
応
用
展
開
で
き

る
可
能
性
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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特
別
賞

ものづくり日本大賞
第6回

ಛผ賞
製造・生産プロセス部門

株
式
会
社
ϛ
Ϡ
Ϊ
タ
ϊ
Π

　雌
ね
じ（
穴
の
内
側
に
溝
が
切

ら
れ
た
ね
じ
）を
加
工
す
る
た
め

に
タ
ッ
プ
と
呼
ば
れ
る
工
具
が

用
い
ら
れ
る
。
タ
ッ
プ
の
先
端
に

は
切
削
刃
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
回
転
さ
せ
な
が
ら
穴
の
奥

へ
押
し
込
む
こ
と
で
雌
ね
じ
の
溝

が
形
成
さ
れ
る
。

　ね
じ
加
工
工
具
の
専
業
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
同
社
の
強
み
は
、

顧
客
の
様
々
な
要
求
や
悩
み
事

に
寄
り
添
っ
て
解
決
す
る「
ド
ク

開
発
部
門
お
よ
び
試
作
部
門
が

集
ま
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
結
成
し
、
雌
ね
じ
の
切
削
加

工
時
に
切
屑
詰
ま
り
が
発
生
し
な

い
タ
ッ
プ
の
開
発
に
着
手
。
タ
ッ

プ
の
軸
部
の
外
側
に
設
け
た
流

路
溝（
サ
イ
ド
ス
ル
ー
溝
）か
ら
給

油
す
る
方
式
を
考
案
す
る
に
至
っ

た
。
そ
の
後
、
タ
ッ
プ
切
刃
と
加

工
ポ
イ
ン
ト
に
対
し
て
切
削
油
を

効
果
的
に
注
入
す
る
た
め
の
最
適

な
構
造
等
に
関
し
て
研
究
・
実

証
を
重
ね
た
結
果
、
雌
ね
じ
内
の

切
屑（
チ
ッ
プ
）を
ゼ
ロ
に
す
る「
ゼ

ロ
チ
ッ
プ
タ
ッ
プ
」を
2
0
0
9

年
に
完
成
さ
せ
た
。

　サ
イ
ド
ス
ル
ー
溝
の
導
入
に

よ
っ
て
切
削
油
の
流
れ
が
格
段
に

タ
ー
セ
ー
ル
ス
」で
あ
る
。
こ
れ

は
、
ね
じ
を
知
り
尽
く
し
た
営

業
担
当
が
専
門
医
の
よ
う
に
患
者

（
顧
客
）を
ケ
ア
す
る
と
い
う
も

の
で
、
ね
じ
の
状
態
や
加
工
条

件
、
設
備
環
境
な
ど
を
総
合
的

に
見
極
め
た
上
で
ト
ラ
ブ
ル
の
根

本
原
因
を
抽
出
し
、
改
善
提
案

を
行
っ
て
い
る
。

　そ
の
よ
う
な
同
社
に
、
顧
客

の
大
手
輸
送
機
器
メ
ー
カ
ー
か

ら
従
来
の
タ
ッ
プ
に
対
し
て
改
善

要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
。
雌
ね
じ

を
切
る
際
に
発
生
す
る
切
屑
を

タ
ッ
プ
が
か
み
込
ん
で
し
ま
い
、

タ
ッ
プ
が
突
発
的
に
破
損
し
た

り
、
切
削
ス
ピ
ー
ド
が
低
下
し

て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。

　従
来
の
タ
ッ
プ
で
は
、
軸
芯
に

切
削
油
が
流
れ
る
オ
イ
ル
ホ
ー
ル

構
造
が
一
般
的
に
採
用
さ
れ
て
い

る
が
、
切
削
面
全
体
に
ま
ん
べ

ん
な
く
給
油
し
に
く
く
、
冷
却

効
果
・
潤
滑
効
果
が
不
足
気
味

に
な
る
ほ
か
、
中
央
部
に
穴
が

開
い
た
構
造
で
あ
る
が
故
、
強

度
が
低
下
す
る
と
い
う
欠
点
が

あ
る
。

　顧
客
企
業
の
こ
う
し
た
切
実

な
課
題
に
対
応
す
べ
く
、
同
社
で

は
、
2
0
0
7
年
、
営
業
部
門
・

向
上
し
、
タ
ッ
プ
の
刃
先
を
直

接
冷
却
・
潤
滑
し
な
が
ら
切
削

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
従

来
方
式
に
比
べ
切
削
速
度
が
向

上
し
た
。
ま
た
、
タ
ッ
プ
の
刃

先
の
間
か
ら
切
屑
を
ス
ム
ー
ズ
に

排
出
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
切

屑
詰
ま
り
に
よ
る
突
発
的
な
折

損
ト
ラ
ブ
ル
が
激
減
。
さ
ら
に
、

加
工
時
間
の
短
縮
、
切
削
強
度

の
向
上
、
工
具
の
長
寿
命
化
等

は
製
造
コ
ス
ト
の
削
減
や
品
質

向
上
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

　こ
の
ゼ
ロ
チ
ッ
プ
タ
ッ
プ
は
難

削
材
加
工
メ
ー
カ
ー
等
で
の
採

用
が
増
え
て
お
り
、
製
品
売
り

上
げ
も
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、

今
後
は
、
従
来
の
金
属
加
工
だ

け
で
な
く
、
樹
脂
系
材
料
や
難

削
材
・
高
価
格
材
と
い
っ
た
特

殊
材
料
等
へ
も
応
用
展
開
で
き

る
可
能
性
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

●θϩνοϓλοϓの֎؍ ●ैདྷのλοϓͱのൺֱ
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別
賞

ものづくり日本大賞
第6回

ಛผ賞
製品・技術開発部門

株
式
会
社
シ
ェ
ル
タ
ー

　
日
本
の
国
土
面
積
の
７
割
を

占
め
る
森
林
の
う
ち
、
約
４
割

を
占
め
る
成
熟
し
た
人
工
林
が

伐
採
期
を
迎
え
て
い
る
。
成
熟

期
に
入
り
C
O
2
吸
収
力
が
衰
え

た
成
木
を
伐
採
し
、
木
造
建
築

に
使
用
す
る
こ
と
は
、
C
O
2
の

固
定
化
を
図
る
上
で
も
望
ま
し

い
が
、
大
規
模
・
高
層
建
築
に

豊
富
な
森
林
資
源
を
大
量
に
使

用
す
る
に
は
、「
木
は
燃
え
る
」と

る
各
種
荷
重
は
荷
重
支
持
部
が

受
け
る
た
め
、
被
覆
部
の
構
成

に
よ
り
、
２
時
間
で
焼
失
し
な

い
よ
う
に
設
定
し
、
消
火
前
に

建
築
物
が
崩
壊
に
至
る
可
能
性

を
大
幅
に
軽
減
し
た
。

　
従
来
、
柱
や
梁
な
ど
に
使
用

さ
れ
る
木
材
は
、
主
に
比
重
が

重
く
比
較
的
燃
え
に
く
い
と
さ

れ
る
材
質
が
使
用
さ
れ
て
き
た
。

「
C
O
O
L 

W
O
O
D
®
」
を

構
成
す
る
材
質
は
、
比
重
の
軽

く
燃
え
や
す
い
ス
ギ
材
で
大
臣

認
定
を
取
得
し
た
た
め
、
日
本

の
森
林
の
約
半
分
を
占
め
る
ス

ギ
の
利
用
拡
大
を
見
込
む
こ
と

が
で
き
る
。
当
然
、
比
重
が
ス

ギ
以
上
で
あ
れ
ば
、
カ
ラ
マ
ツ
や

ヒ
ノ
キ
な
ど
の
他
の
樹
種
で
も
使

い
う
最
大
の
弱
点
を
克
服
す
る

必
要
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
大
規
模
木
造
建
築

で
培
っ
た
技
術
を
生
か
し
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
匹
敵
す
る
耐

火
性
能
や
部
材
の
構
造
耐
力
を

保
持
で
き
る
国
内
初
の
２
時
間

耐
火
木
構
造
部
材「
C
O
O
L 

W
O
O
D
®
」
を
開
発
し
、
従

来
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
鉄
骨

造
で
し
か
建
て
ら
れ
な
い
建
物

を
、
建
築
基
準
法
上
、
木
造
で

大
規
模
か
つ
14
階
建
て
ま
で
建

築
可
能
と
し
た
。

　
木
造
建
築
物
の
重
要
部
材

は
、
構
造
耐
力
の
設
計
上
、
火

災
発
生
か
ら
避
難
ま
で
の
時

間
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
C
O
O
L 

W
O
O
D
®
」
は

被
覆
部
の
全
体
を
焼
失
す
る
と
、

内
側
に
位
置
す
る
石せ

っ
こ
う膏

ボ
ー
ド

（
燃
え
止
ま
り
層
）が
、
最
内
部

の
荷
重
支
持
部
を
覆
っ
て
い
る
た

め
、
火
炎
に
直
接
触
れ
ず
、
炭

化
も
し
な
い
。
ま
た
、
石
膏
ボ
ー

ド
の
つ
な
ぎ
目
に
ア
ル
ミ
箔は

く

を
用

い
る
こ
と
で
、
火
災
に
よ
る
熱

を
反
射
し
、
内
側
へ
の
火
炎
の

侵
入
を
防
止
し
、
表
面
部
か
ら

の
炭
化
進
行
を
効
果
的
に
防
止

す
る
。
木
造
建
築
物
に
作
用
す

用
可
能
で
あ
り
、
一
般
住
宅
な
ど

に
使
用
さ
れ
る
無む

く垢
材
で
も
対

応
可
能
で
あ
る
。

　
ま
た
、「
C
O
O
L  

W
O
O
D
®
」

は
各
地
の
工
場
で
木
と
石
膏

ボ
ー
ド
に
よ
る
製
造
・
供
給
が

可
能
で
、
加
工
も
施
工
も
容
易

に
で
き
、
特
殊
な
材
料
や
設
備

も
不
要
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
従
来
構
造
材

と
し
て
利
用
が
限
定
的
で
あ
っ
た

国
内
木
材
の
ほ
と
ん
ど
が
、
学

校
・
音
楽
ホ
ー
ル
、
ビ
ル
・
マ
ン

シ
ョ
ン
等
の
大
規
模
木
造
建
造

物
の
柱
な
ど
の
構
造
部
材
に
利

用
可
能
と
な
っ
た
。
加
え
て
加
工

や
施
工
が
簡
便
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
全
国
各
地
で
地
域
産
木
材

を
用
い
た
生
産
が
可
能
で
、
国

内
木
材
の
消
費
拡
大
、
林
業
振

興
へ
の
貢
献
が
期
待
で
き
る
。

●木造による「耐火建築物」建築規模（階数制限）

●防耐火規定 ●ギネス世界記録「最大の木造コンサートホール」
 （南陽市文化会館：山形県）

●耐火木構造部材 COOL WOOD® 

受賞理由

˔େن໛̍̐ ʹઃ͕ՄೳݐͰͷ໦଄Ϗϧ·ͯݐ֊
ͳΔ ͱ͜ʹΑΓɺै དྷͷ໦଄ݐங΍֗ͮ Γ͘ͷ֓
೦Λࠜఈ͔Βม͑ΔՄೳੑͷ͋Δ৽ٕज़ɻ
׆ͷۀྛݩɺ஍͠༺׆Λࡐͷ໦࢈಺ʹ֤஍Ҭࠃ˔
ੑԽ͚ͩͰͳ͘ޏ༻ͷ֦େͳͲ஍Ҭͷ࠶ੜʹͭ
ͳ͕Δ͜ ͱΛظ଴ɻ

木
造
で
大
規
模
か
つ
��
階
建
て
ま
で
の�

建
築
を
可
能
と
し
、国
産
材
に
活
路
を
開
く

商　　号：株式会社シェルター
設　　立：1974年12月
従業員数： 109名 
事業内容： 最先端木質構造技術による大規

模・耐火・三次元の建築・注文
住宅のデザイン・設計、構造計算、
施工、環境先進「木造都市®づくり」
の研究・提案。日本初の接合金物
工法「KES構法®」や木質耐火部材

「COOL WOOD®」など、革新的技
術の開発を通して、木造の街並みづ
くりを進めている。

株式会社シェルター 
山形県山形市松栄1-5-13
TEL 023-647-5200
FAX 023-647-5250
E-mail toiawase@shelter.jp

http://www.kes.ne.jp/

木
の
温
も
り
と
耐
火
性
能
に

優
れ
た
木
造
の
柱
・
梁は

り

を
開
発

国
内
木
材
の
消
費
拡
大
と

林
業
振
興
に
大
き
く
貢
献

お問い合わせ先

COOL WOOD®の技術開発は中・高層木質建築
の実現を可能とし、木造による新たな市場を創出し
ました。低コストで汎用性の高い本技術は、木材の
利用を恒久的に振興し、木造建築を「持続可能な循
環型社会」の主役へと押し上げます。今後も技術革
新を続け、木造の街並みを実現させます。

受賞メッセージ

ձࣾ֓ཁ

リーダー 安達 広幸
武田 純一

株式会社シェルター

２時間耐火木構造部材
「COOL WOOD®」の開発

受賞件名

受賞者

左から、武田 純一、安達 広幸

木
造
の
２
時
間
耐
火
構
造

部
材
と
し
て
の
国
土
交
通

大
臣
認
定
は
国
内
で
唯一

１時間耐火構造では「４階建て」まで、
２時間耐火構造では「１４階建て」まで建築が可能

荷重支持部
（木材）

燃え止まり層
（石膏ボード）

表面材（木材）

撮影　新建築社写真部
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特
別
賞

ものづくり日本大賞
第6回

ಛผ賞
製品・技術開発部門

株
式
会
社
シ
ェ
ル
タ
ー

　
日
本
の
国
土
面
積
の
７
割
を

占
め
る
森
林
の
う
ち
、
約
４
割

を
占
め
る
成
熟
し
た
人
工
林
が

伐
採
期
を
迎
え
て
い
る
。
成
熟

期
に
入
り
C
O
2
吸
収
力
が
衰
え

た
成
木
を
伐
採
し
、
木
造
建
築

に
使
用
す
る
こ
と
は
、
C
O
2
の

固
定
化
を
図
る
上
で
も
望
ま
し

い
が
、
大
規
模
・
高
層
建
築
に

豊
富
な
森
林
資
源
を
大
量
に
使

用
す
る
に
は
、「
木
は
燃
え
る
」と

る
各
種
荷
重
は
荷
重
支
持
部
が

受
け
る
た
め
、
被
覆
部
の
構
成

に
よ
り
、
２
時
間
で
焼
失
し
な

い
よ
う
に
設
定
し
、
消
火
前
に

建
築
物
が
崩
壊
に
至
る
可
能
性

を
大
幅
に
軽
減
し
た
。

　
従
来
、
柱
や
梁
な
ど
に
使
用

さ
れ
る
木
材
は
、
主
に
比
重
が

重
く
比
較
的
燃
え
に
く
い
と
さ

れ
る
材
質
が
使
用
さ
れ
て
き
た
。

「
C
O
O
L 

W
O
O
D
®
」
を

構
成
す
る
材
質
は
、
比
重
の
軽

く
燃
え
や
す
い
ス
ギ
材
で
大
臣

認
定
を
取
得
し
た
た
め
、
日
本

の
森
林
の
約
半
分
を
占
め
る
ス

ギ
の
利
用
拡
大
を
見
込
む
こ
と

が
で
き
る
。
当
然
、
比
重
が
ス

ギ
以
上
で
あ
れ
ば
、
カ
ラ
マ
ツ
や

ヒ
ノ
キ
な
ど
の
他
の
樹
種
で
も
使

い
う
最
大
の
弱
点
を
克
服
す
る

必
要
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
大
規
模
木
造
建
築

で
培
っ
た
技
術
を
生
か
し
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
匹
敵
す
る
耐

火
性
能
や
部
材
の
構
造
耐
力
を

保
持
で
き
る
国
内
初
の
２
時
間

耐
火
木
構
造
部
材「
C
O
O
L 

W
O
O
D
®
」
を
開
発
し
、
従

来
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
鉄
骨

造
で
し
か
建
て
ら
れ
な
い
建
物

を
、
建
築
基
準
法
上
、
木
造
で

大
規
模
か
つ
14
階
建
て
ま
で
建

築
可
能
と
し
た
。

　
木
造
建
築
物
の
重
要
部
材

は
、
構
造
耐
力
の
設
計
上
、
火

災
発
生
か
ら
避
難
ま
で
の
時

間
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
C
O
O
L 

W
O
O
D
®
」
は

被
覆
部
の
全
体
を
焼
失
す
る
と
、

内
側
に
位
置
す
る
石せ

っ
こ
う膏

ボ
ー
ド

（
燃
え
止
ま
り
層
）が
、
最
内
部

の
荷
重
支
持
部
を
覆
っ
て
い
る
た

め
、
火
炎
に
直
接
触
れ
ず
、
炭

化
も
し
な
い
。
ま
た
、
石
膏
ボ
ー

ド
の
つ
な
ぎ
目
に
ア
ル
ミ
箔は

く

を
用

い
る
こ
と
で
、
火
災
に
よ
る
熱

を
反
射
し
、
内
側
へ
の
火
炎
の

侵
入
を
防
止
し
、
表
面
部
か
ら

の
炭
化
進
行
を
効
果
的
に
防
止

す
る
。
木
造
建
築
物
に
作
用
す

用
可
能
で
あ
り
、
一
般
住
宅
な
ど

に
使
用
さ
れ
る
無む

く垢
材
で
も
対

応
可
能
で
あ
る
。

　
ま
た
、「
C
O
O
L  

W
O
O
D
®
」

は
各
地
の
工
場
で
木
と
石
膏

ボ
ー
ド
に
よ
る
製
造
・
供
給
が

可
能
で
、
加
工
も
施
工
も
容
易

に
で
き
、
特
殊
な
材
料
や
設
備

も
不
要
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
従
来
構
造
材

と
し
て
利
用
が
限
定
的
で
あ
っ
た

国
内
木
材
の
ほ
と
ん
ど
が
、
学

校
・
音
楽
ホ
ー
ル
、
ビ
ル
・
マ
ン

シ
ョ
ン
等
の
大
規
模
木
造
建
造

物
の
柱
な
ど
の
構
造
部
材
に
利

用
可
能
と
な
っ
た
。
加
え
て
加
工

や
施
工
が
簡
便
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
全
国
各
地
で
地
域
産
木
材

を
用
い
た
生
産
が
可
能
で
、
国

内
木
材
の
消
費
拡
大
、
林
業
振

興
へ
の
貢
献
が
期
待
で
き
る
。

●木造による「耐火建築物」建築規模（階数制限）

●防耐火規定 ●ギネス世界記録「最大の木造コンサートホール」
 （南陽市文化会館：山形県）

●耐火木構造部材 COOL WOOD® 

受賞理由

˔େن໛̍̐ ʹઃ͕ՄೳݐͰͷ໦଄Ϗϧ·ͯݐ֊
ͳΔ ͱ͜ʹΑΓɺै དྷͷ໦଄ݐங΍֗ͮ Γ͘ͷ֓
೦Λࠜఈ͔Βม͑ΔՄೳੑͷ͋Δ৽ٕज़ɻ
׆ͷۀྛݩɺ஍͠༺׆Λࡐͷ໦࢈಺ʹ֤஍Ҭࠃ˔
ੑԽ͚ͩͰͳ͘ޏ༻ͷ֦େͳͲ஍Ҭͷ࠶ੜʹͭ
ͳ͕Δ͜ ͱΛظ଴ɻ

木
造
で
大
規
模
か
つ
��
階
建
て
ま
で
の�

建
築
を
可
能
と
し
、国
産
材
に
活
路
を
開
く

商　　号：株式会社シェルター
設　　立：1974年12月
従業員数： 109名 
事業内容： 最先端木質構造技術による大規

模・耐火・三次元の建築・注文
住宅のデザイン・設計、構造計算、
施工、環境先進「木造都市®づくり」
の研究・提案。日本初の接合金物
工法「KES構法®」や木質耐火部材

「COOL WOOD®」など、革新的技
術の開発を通して、木造の街並みづ
くりを進めている。

株式会社シェルター 
山形県山形市松栄1-5-13
TEL 023-647-5200
FAX 023-647-5250
E-mail toiawase@shelter.jp

http://www.kes.ne.jp/

木
の
温
も
り
と
耐
火
性
能
に

優
れ
た
木
造
の
柱
・
梁は

り

を
開
発

国
内
木
材
の
消
費
拡
大
と

林
業
振
興
に
大
き
く
貢
献

お問い合わせ先

COOL WOOD®の技術開発は中・高層木質建築
の実現を可能とし、木造による新たな市場を創出し
ました。低コストで汎用性の高い本技術は、木材の
利用を恒久的に振興し、木造建築を「持続可能な循
環型社会」の主役へと押し上げます。今後も技術革
新を続け、木造の街並みを実現させます。

受賞メッセージ

ձࣾ֓ཁ

リーダー 安達 広幸
武田 純一

株式会社シェルター

２時間耐火木構造部材
「COOL WOOD®」の開発

受賞件名

受賞者

左から、武田 純一、安達 広幸

木
造
の
２
時
間
耐
火
構
造

部
材
と
し
て
の
国
土
交
通

大
臣
認
定
は
国
内
で
唯一

１時間耐火構造では「４階建て」まで、
２時間耐火構造では「１４階建て」まで建築が可能

荷重支持部
（木材）

燃え止まり層
（石膏ボード）

表面材（木材）

撮影　新建築社写真部
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ものづくり日本大賞
第6回

受賞件名

受賞者

༏ल賞

お問い合わせ先

受賞件名

受賞者

お問い合わせ先

ものづくり日本大賞
第6回

༏ल賞

獅山 尚史／工藤 克良／佐々木 俊寿／内海 真輝／中川 孝行ʢ˞ʣ／後藤 禎寿ʢ˞ʣ
˞�৽೔మॅۚԽֶࣜגձࣾ

リーダー 佐藤 裕二
吉川化成株式会社

新規熱硬化性光学材料の成形工法確立
による「車載用カメラ」レンズの開発 製造・生産プロセス部門

　
『
バ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー
』『
衝
突
防
止
セ
ン
サ
ー
』な
ど
の「
車
載

用
カ
メ
ラ
」は
近
年
急
速
に
需
要
が
伸
び
て
お
り
、
こ
れ
ら
は

耐
候
性
・
耐
熱
性
な
ど
の
信
頼
性
が
問
わ
れ
る
製
品
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
使
用
さ
れ
る
光
学
レ
ン
ズ
に
は
ガ
ラ
ス
が
多
く
使
用

さ
れ
、
ガ
ラ
ス
レ
ン
ズ
の
加
工
が
高
熱
で
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ

と
か
ら
需
要
に
反
し
軽
量
化
・
生
産
性
に
問
題
を
抱
え
て
い

た
。
本
案
件
は
新
規
熱
硬
化
性
樹
脂
の
射
出
成
形
法
に
よ
る

生
産
工
法
を
実
現
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り
従
来
の
ガ
ラ
ス
レ
ン

ズ
で
は
実
現
で
き
な
か
っ
た「
軽
量
化
」「
小
型
化
」「
生
産
性
向

上
」を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
、
自
動
車
の
安
全
対
策
に
不
可
欠

な「
車
載
用
カ
メ
ラ
」の
高
度
化
・
普
及
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ

る
。

樹脂材料メーカーである新日鉄住金化学は新規硬化性樹脂をＨ22年に開発したが、１つの
想定用途である射出成形レンズの工法に関しては未確立であった。

受賞メッセージ

吉川化成株式会社 東北工場　岩手県奥州市江刺区岩谷堂字松長根69-3　TEL 0197-35-3861
http://www.ypc-g.com

『Ｌ１レンズ光学ガラス製』■従来技術

■新技術

『エスドリマーＬ１レンズ』『車載用カメラモジュール』
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ものづくり日本大賞
第6回

受賞件名

受賞者

༏ल賞

お問い合わせ先

受賞件名

受賞者

お問い合わせ先

ものづくり日本大賞
第6回

༏ल賞

ネムール株式会社　山形県山形市流通センター二丁目8番4号　TEL 023-633-3580
http://www.nemours.jp

西村 浩昭ʢ˞ʣ／瀧口 恭明
ձࣾ΢Πζࣜג�˞

リーダー 佐藤 裕樹
ネムール株式会社

接触冷感繊維ゼロクールの高度化と
応用による製品化 製品・技術開発部門

　

ス
ー
パ
ー
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
使
わ
れ
る
安
価
な
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

に
高
度
な
技
術
を
加
え
て
、
世
界
最
高
水
準
の
接
触
冷
感
性

を
持
た
せ
た
繊
維
を
作
り
だ
し
、
こ
の
性
能
を
発
揮
で
き
る

形
状
に
加
工
し
て
生
地
に
し
、
更
に
手
触
り
も
良
く
し
、
安

価
な
中
国
製
と
は
一
線
を
画
す
る
非
常
に
優
れ
た
接
触
冷
感
繊

維
を
世
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
、
若
干
な
り
と
も
地
球
温
暖

化
対
策
と
し
よ
う
と
し
て
い
る
。公
的
機
関
に
よ
る
測
定
で
は
、

接
触
冷
感
地
Ｑ
-Ｍａ
ｘ
は
０
・
33
を
超
え
た
。
編
み
立
て
た

生
地
で
製
造
し
て
い
る
ア
ー
ム
カ
バ
ー
は
、
普
通
の
ア
ー
ム
カ

バ
ー
と
の
温
度
差
が
最
大
８
・
２
度
と
、
公
的
機
関
で
測
定
さ

れ
た
。
こ
の
繊
維
ゼ
ロ
ク
ー
ル
は
、
累
計
販
売
枚
数
が
30
万
枚

を
超
え
る
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
て
い
る
。

審査中に接触冷感系繊維が後追いで様々出て来たため、審査は他社製品との比較が中心でございまし
たが、弊社が数年先行していた上に創意工夫してきた点を御理解頂き、他社製品より圧倒的に冷たく、
かつ暖まってからの冷え感の戻りの速さに差があった点、また商品開発も多岐にわたって実績も多かっ
た点をお認め頂いての受賞に心より感謝しております。今後もますます商品を進化発展させ、世界中
で使われることで少しでも地球温暖化につながるエネルギー消費を抑えられましたら幸甚です。

受賞メッセージ
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ものづくり日本大賞
第6回

受賞件名

受賞者

༏ल賞

お問い合わせ先

受賞件名

受賞者

お問い合わせ先

ものづくり日本大賞
第6回

༏ल賞
製品・技術開発部門

NECパーソナルコンピュータ株式会社 米沢事業場　
山形県米沢市下花沢二丁目6番80号　TEL 0238-22-3333　http://www.necp.co.jp

二宮 敏明／神尾 俊聡／杉本 繁伸／保谷 美代子／鈴木 伸浩
リーダー 情野 謙一
NECパーソナルコンピュータ株式会社

13"クラス世界最軽量
モバイルノートPCの開発

　

2
0
1
2
年
当
時
の
ク
ラ
ス
世
界
最
軽
P
C（
約
1
・
1

㎏
）に
対
し
て
20
%
の
軽
量
化
を
実
現
、
第
一
世
代
で
は
約

8
7
5ｇ
を
達
成
し
た
。
加
工
が
困
難
で
あ
っ
た
超
軽
量
素
材

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
リ
チ
ウ
ム
合
金
を
世
界
で
初
め
て
P
C
に
適
用

し
、
軽
量
、
薄
型
、
堅
牢
性
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
を
解
決
し
た

高
レ
ベ
ル
の
設
計
技
術
や
、
高
度
な
設
計
を
量
産
可
能
と
す
る

生
産
技
術
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
ユ
ー
ザ
に
大
き
な
驚
き
を
与

え
た
。
2
0
1
3
年
発
表
の
第
二
世
代
で
は
更
な
る
軽
量
化

を
追
求
し
、
約
10
%
の
軽
量
化
を
実
現
、
こ
れ
に
よ
り
、
第
一

世
代
の
軽
量
化
記
録
を
更
新
し
て
約
7
9
5ｇ
を
達
成
、
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
を
搭
載
し
た
モ
デ
ル
で
も
ク
ラ
ス
世
界
最
軽
量
の
約

9
6
4ｇ
を
達
成
し
た
。
2
0
1
5
年
発
表
の
第
三
世
代
で

も
、
自
ら
の
世
界
最
軽
量
記
録
を
継
続
更
新
し
て
約
7
7
9

ｇ
を
達
成
し
た
。
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
世
界
最
軽
量
P
C
は
、
海

外
か
ら
の
評
価
も
高
く
モ
バ
イ
ル
P
C
市
場
を
牽
引
し
た
。

日本のお客様からは軽量モバイルＰＣが求められています。自社技術と協力部品メーカーの
技術を融合し軽量化に向けて挑戦し追求し続けた結果、三世代にわたり他社が実現できない
軽さ、世界最軽量の13型モバイルＰＣを商品化することができました。今後もお客様に驚き
を与えるようなものづくりで、最先端商品の提供を継続していきます。　

受賞メッセージ
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受賞件名

受賞者

受賞件名

受賞者

ものづくり日本大賞
第6回

東北経済産業局長賞

お問い合わせ先お問い合わせ先

ものづくり日本大賞
第6回

東北経済産業局長賞

共伸プラスチック株式会社 宮城工場　宮城県大崎市古川清水字新田68-7　TEL 0229-26-5211
http://www.kyoshin-plastic.co.jp

山本 雅人／須田 純正／堀切川 一男ʢ˞�ʣ／加藤 義徳ʢ˞�ʣ
૑଄͓͓͖͞ۀ࢈େֶ๏ਓ౦๺େֶେֶӃɹ˞��/10๏ਓະདྷཱࠃ��˞

リーダー 小野寺 徹
共伸プラスチック株式会社

窓空き樹脂成形品の塗装レス高品位
低コスト成形プロセス技術の確立

　

樹
脂
射
出
成
型
品
、
特
に
窓
空
き
製
品
に
顕
著
に
発
生
し

重
欠
点
と
な
る
ウ
エ
ル
ド
ラ
イ
ン
を
根
本
的
に
排
除
し
た
イ
ン

モ
ー
ル
ド
プ
レ
ス
樹
脂
成
型
法
を
考
案
し
、
量
産
技
術
を
確

立
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
自
動
車
用
高
品
位
窓
空
き
樹
脂
成
形

品
製
造
工
程
か
ら
後
加
工
の
塗
装
工
程
を
完
全
に
排
除
し
約

40
％
の
原
価
低
減
を
実
現
で
き
た
。
こ
れ
は
、
独
自
構
造
の

金
型
を
使
用
す
る
だ
け
で
、
汎
用
射
出
成
形
機
で
実
現
可
能

で
、
追
加
付
帯
設
備
は
一
切
不
要
で
あ
る
。
ま
た
、
新
た
な
加

熱
冷
却
工
程
は
不
要
で
、
成
形
サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム
は
従
来
法
と

同
等
で
生
産
性
の
低
下
な
く
、
ま
た
先
行
法
の
、
加
熱
冷
却

に
よ
る
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
増
加
工
程
は
一
切
不
要
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
の
増
加
は
な
い
。

　　　　　　　　　　　　　　　（様式１）「案件の概要資料」

フリガナ

大企業
中小企業

◎案件の概要・すぐれている点　※２５０文字以内

◎開発の背景・ストーリー　※２００文字以内

◎外形的な情報（製品事例ほか実用化の時期等）　※１００文字以内

◎図・写真貼付欄　※２点まで

平成２６年１月３０日トヨタ自動車本社で開催の、とうほく６県新技術新工法展示商談
会で初めて技術を公開。大きな反響があり、ランプカバー、シフトレバーボックス等の次期
モデル採用へ向け商談が進んでいる。

部門

※グループの場合は、筆頭者（リーダー）の氏名、所属企業、当該企業の企業区分及び所在地を記載してください。

候補者 所属企業 共伸プラスチック㈱

①製造・生産プロセス部門

オノデラ　　トオル

他 4 人

窓空き樹脂成形品の塗装レス高品位低コスト成形プロセス技術の確立

小野寺　徹

企業所在地
企業
区分

案件名

宮城県 大崎市

案件のPRポイント

❶樹脂射出成型品、特に窓空き製品に顕著に発生し重欠点となるウエルドラインを根
本的に排除したインモールドプレス樹脂成型法を考案し、量産技術を確立。❷自動車
用高品位窓空き樹脂成形品製造工程から後加工の塗装工程を完全に排除し約４
０％の原価低減を実現❸独自構造の金型を使用するだけで、汎用射出成形機で実現
可能。追加付帯設備は一切不要。❹新たな加熱冷却工程は不要で、成形サイクルタ
イムは従来法と同等で生産性低下なし。➎先行法の、加熱冷却による消費エネルギー
増加工程は一切不要で、エネルギーコストの増加なし。

自動車部品には、ランプカバー、メーター回り、シフトレバーボックスなど窓空き樹脂成形
品が多数使用されている。これらは、インテリア性の要求も強くウエルドラインは重欠点と
なるため、コスト高になるが塗装で隠蔽していた。今回、激烈なコスト競争に勝抜くため
に、抜本的なコストダウンを目指し塗装工程削減に取組んだ。独自構造の成形プロセス
を考案し、東北大学の助言を受け新規ウエルドレス成形プロセスとして実現した。

ｳｴﾙﾄﾞﾗｲﾝ

ランプカバー例

ディスク

ゲート付き

型内でディスク

ゲート切断

「とうほく６県新技術新

工法展示商談会（Ｈ26
年）」資料より

本技術実施例
ランプカバー例

ウエルドライン

➡

本技術実施例

「とうほく６県新技術
新工法展示商談会（Ｈ
26年)」資料より

ディスクゲート付き 型内でディスクゲート切断

製造・生産プロセス部門

インモールドプレス樹脂成形法（インプレスウェルドレス成形法）は、専用設備を必要としない
画期的なウェルドレス成形法で有り、塗装レス、製品の強度及び美観向上、コスト低減が可
能な技術と自負しております。穴あき製品に対しての優位性を活かし新たな市場開発を進め
ると同時に、この成形法を採用して頂ける企業樣と一体となり量産実現を進めて参ります。又、
この技術確立のため多方面の方々のご協力を戴いたことに深く感謝申し上げます。

受賞メッセージ
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受賞件名

受賞者

受賞件名

受賞者

ものづくり日本大賞
第6回

東北経済産業局長賞

お問い合わせ先お問い合わせ先

ものづくり日本大賞
第6回

東北経済産業局長賞

ステンレス合金SUS304

接
合
部

樹脂材料　：熱硬化性樹脂

金属材料　：アルミ合金(A5052)

リーダー 佐藤 昌之
ヤマセ電気株式会社

接合面をレーザ処理した金属と異種材料を
一体化する直接接合技術（レザリッジ）の開発

ヤマセ電気株式会社 美里工場　宮城県遠田郡美里町青生字柳原80　TEL 0229-32-5663
http://www.yamase-net.co.jp

　

レ
ー
ザ
を
使
用
し
て
金
属
表
面
に
高
速
で
微
細
な
ア
ン
カ
ー

加
工
を
施
し
、
異
種
材
料
を
ア
ン
カ
ー
加
工
部
に
充
填
・
固

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
強
固
に
接
合
す
る
製
造
方
法
。
こ
の

金
属
表
面
処
理
法
は
、
接
着
剤
や
化
学
薬
品
を
一
切
使
用
せ

ず
、
金
属
と
異
種
材
料
と
を
直
接
接
合
で
き
る
画
期
的
な
加

工
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
従
来
の
接
着
剤
を
使
用
し
た
接

合
方
法
や
化
学
的
な
金
属
表
面
処
理
に
よ
る
接
合
方
法
が
抱

え
る
様
々
な
課
題
を
解
決
し
つ
つ
、
金
属
と
異
種
材
料
を
強

固
に
接
合
す
る
こ
と
で
、
接
合
強
度
向
上
に
よ
る
品
質
の
向

上
、
部
品
点
数
の
削
減
・
工
程
時
間
の
短
縮
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
な
ど
に
貢
献
で
き
る
。

金属・異種材料接合部断面事例 金属表面へのレーザ処理事例

製造・生産プロセス部門

今回、このような賞を頂き大変光栄に感じております。金属へのレーザ照射により強固なア
ンカー構造を生成し、これを利用した異種材料接合技術は、当社がはじめて量産化に結びつ
けたオリジナル技術です。今後、異種材料接合にまつわる様々な分野で社会貢献を目指して
いきます。

受賞メッセージ

23東北経済産業局長賞　製造・生産プロセス部門



受賞件名

受賞者

受賞件名

受賞者

ものづくり日本大賞
第6回

東北経済産業局長賞

お問い合わせ先お問い合わせ先

ものづくり日本大賞
第6回

東北経済産業局長賞

日本砿研株式会社　青森県黒石市大字袋字兵岩沢9-2　TEL 0172-54-8947
http://nihon-kouken.com

井田 民男ʢ˞�ʣ／村田 博敏ʢ˞�ʣ／佐藤 庄一ʢ˞�ʣ／及川 春樹ʢ˞�ʣ／小山 裕二ʢ˞�ʣ／平塚 貞人ʢ˞�ʣ
˞ॴɹڀݚػॴɹ˞��᷂φχϫ࿍ڀݚେֶόΠΦίʔΫεـ๏ਓۙߍֶ��˞ खେֶؠେֶ๏ਓཱࠃ��˞य़ர଄ॴɹ˞��᷂೔ϐε෱ౡ੡଄ॴɹٴ᷃��˞ॴɹۀ޻؛᷂ࠜ�̏�

リーダー 小田 昭浩
日本砿研株式会社

CO2排出ゼロの鋳物用ハイブリッド・
バイオコークスの開発と高機能鋳鉄の創成

　

従
来
廃
棄
さ
れ
て
い
た
リ
ン
ゴ
の
搾
り
か
す
を
主
原
料
と

し
、
消
灰
石
を
複
合
添
加
す
る
こ
と
で
、
高
温
強
度
を
確
保

し
、
低
硫
黄
含
有
量
で
、
C
O
2

を
排
出
し
な
い
、
環
境
に

優
し
い
、
世
界
に
例
を
見
な
い
我
が
国
独
自
の
鋳
物
用
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
・
バ
イ
オ
コ
ー
ク
ス（
H
B
C
）を
開
発
し
、
鋳
造
企
業

に
供
給
し
た
。
こ
の
H
B
C
を
石
炭
コ
ー
ク
ス（
C
C
）の
代
替

燃
料
と
し
て
用
い
た
大
型
、
中
型
お
よ
び
小
型
キ
ュ
ポ
ラ
操
業

法
を
我
国
で
初
め
て
確
立
し
、
そ
れ
ぞ
れ
自
動
車
用
、
建
設

機
械
用
、
厨
房
用
の
高
機
能
鋳
鉄
製
品
製
造
技
術
を
開
発
し

製
造
し
た
。

石炭コークス

ハイブリッド・バイオコークス
（開発品）

自動車用シリンダーライナー（開発品）

建設機械用ハブ（開発品）

厨房用南部鉄器鍋（開発品）

製品・技術開発部門

ベントナイト採掘を主業とし製品化している日本砿研ですが、環境問題を重要課題として位置付
け、県内のバイオマス資源の利活用に取り組んでまいりました。名誉ある賞をいただき大変喜ば
しく思います。このバイオコークスの開発にあたって、近畿大学、岩手大学、㈱ナニワ炉機研究所、
㈱日ピス福島製造所、㈱根岸工業所、㈲及春鋳造所が同じ理念のもと協力体制を組んで進め
てきた成果と考えます。地方の中小企業から地球にやさしい環境をもたらす技術で貢献します。

受賞メッセージ
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受賞件名

受賞者

受賞件名

受賞者

ものづくり日本大賞
第6回

東北経済産業局長賞

お問い合わせ先お問い合わせ先

ものづくり日本大賞
第6回

東北経済産業局長賞

上北建設株式会社　青森県十和田市穂並町2番62号　TEL 0176-23-3511
http://kamikita.co.jp

漆戸 政則
リーダー 下川原 隆
上北建設株式会社

運転手へ振動と音と視覚で工事を知らせる、
固定要らずの画期的な注意喚起マットの開発

　

本
件
は
、
工
事
手
前
へ
簡
易
的
に
設
置
し
、
振
動
・
音
・

視
覚
で
運
転
手
に
工
事
を
知
ら
せ
る
、
業
界
初
と
な
る「
粘
着

固
定
が
要
ら
な
い
」注
意
喚
起
マ
ッ
ト
の
開
発
に
係
る
も
の
で

あ
る
。
従
来
製
品
は
、
帯
状
の
樹
脂
マ
ッ
ト
を
毎
回
粘
着
テ
ー

プ
等
で
固
定
し
て
い
た
が
、
経
済
的
・
労
力
的
ロ
ス
が
あ
り
ま

た
、
濡
れ
路
面
使
用
が
で
き
な
か
っ
た
。
更
に
は
、
路
上
で
の

作
業
も
長
時
間
に
及
ぶ
為
、
常
に
危
険
が
伴
っ
た
。
そ
こ
で
本

件
で
は
、
粘
着
固
定
が
な
く
て
も
安
定
性
と
注
意
喚
起
効
果

を
発
揮
す
る「
円
形
の
連
結
集
合
体
構
造
」を
開
発
し
、
短
時

間
作
業
と
濡
れ
路
面
使
用
を
実
現
さ
せ
、
新
た
に
視
覚
で
の

喚
起
効
果
を
も
生
み
出
し
た
。

【本件の体感マット】（商品名：ピタリング）【従来型の体感マット】

製品・技術開発部門

円形集合体の本製品は、道路工事現場において『もらい事故抑制』などで大きく貢献しており
ます。開発にあたっては、利便性と安定性などを追及し、シンプルな構造にこだわりましたが、
のちに『シンプル構造が故の難しさ』に苦戦致します。しかし、意匠面と素材面で幾度もトライ・
アンド・エラーを繰り返した結果、我々施工業者が真に求める製品へと辿り着くのです。『地
方の建設業者』という誇りを胸に、知恵と努力で今後も『ものづくり』へと挑んで行きます。

受賞メッセージ
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受賞件名

受賞者

受賞件名

受賞者

ものづくり日本大賞
第6回

東北経済産業局長賞

お問い合わせ先お問い合わせ先

ものづくり日本大賞
第6回

東北経済産業局長賞
製品・技術開発部門

　

食
品
及
び
食
材
の
カ
ロ
リ
ー
は
、
食
品
標
準
成
分
表
か
ら

重
量
計
測
に
よ
り
算
出
す
る
方
法
が
あ
る
が
算
出
で
は
精
度

に
課
題
が
あ
っ
た
り
、
化
学
分
析
に
よ
っ
て
結
果
を
得
る
方
法

が
あ
る
が
時
間
を
要
し
た
り
す
る
。
こ
の
近
赤
外
線
分
光
分

析
法
に
よ
る
測
定
装
置
を
用
い
る
こ
と
で
化
学
分
析
と
同
等

の
精
度
の
カ
ロ
リ
ー
の
他
、
蛋
白
質
、
脂
質
、
炭
水
化
物
の

測
定
が
可
能
と
な
り
。
今
後
は
、
閣
議
決
定
さ
れ
た「
日
本
再

興
戦
略
」の「
戦
略
市
場
創
造
プ
ラ
ン
」に
お
い
て『
国
民
の「
健

康
寿
命
」の
延
伸
』が
テ
ー
マ
の
一
つ
に
掲
げ
ら
れ
、
食
生
活
の

改
善
等
に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
減
少
へ
カ
ロ
リ
ー
ア
ン
サ
ー
が

貢
献
で
き
る
。

ＣＡ－ＨＮＣＡ－ＨＭ

リーダー 岩渕 好隆

カロリーを短時間で測定可能にした装置

山田 克次／中島 智／坂本 修

株式会社ジョイ・ワールド・パシフィック　青森県平川市館山前田85番地2　TEL 0172-44-8133
http://www.j-world.co.jp

株式会社ジョイ・ワールド・パシフィック

製品・技術開発部門

カロリーアンサーにて使用している近赤外線分光分析法は、以前より果物、穀類、魚、肉などにおける個別の
成分分析に用いているが、食品の栄養成分表示に必要なエネルギー、タンパク質、脂質、炭水化物の成分を同
時に短時間で測定可能な装置はカロリーアンサーのみであり、世界で注目されている。国内の食品メーカー、スー
パーマーケット、飲食業界、大学、研究施設等への導入が進み、装置の評価も高い。また、栄養成分表示義
務化や国民の高齢化による生活習慣病抑止による医療費削減に大きく貢献するものと期待が寄せられています。

受賞メッセージ
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受賞件名

受賞者

受賞件名

受賞者

ものづくり日本大賞
第6回

東北経済産業局長賞

お問い合わせ先お問い合わせ先

ものづくり日本大賞
第6回

東北経済産業局長賞

株式会社ガリウム 仙台工場　宮城県仙台市泉区根白石字下町6-5　TEL 022-348-2261
http://www.galliumwax.co.jp

佐藤 純一／山﨑 正晴／八重樫 祐介
リーダー 結城 谷行
株式会社ガリウム

スキー王国も認めた、世界初の液体状フッ素系
高性能スキー滑走用ワックスの開発

　

従
来
、
ス
キ
ー
滑
走
用
ワ
ッ
ク
ス
の
中
で
も
、
重
要
な
レ
ー

ス
に
使
用
さ
れ
る
高
性
能
品
は
、
粉
末
状
の
製
品
し
か
存
在

し
な
か
っ
た
。
塗
布
に
は
、
耐
久
性
を
重
視
し
、
滑
走
面
を

痛
め
る
リ
ス
ク
を
負
い
な
が
ら
ア
イ
ロ
ン
に
よ
り
ワ
ッ
ク
ス
と
滑

走
面
を
加
熱
し
て
焼
き
付
け
る
か
、耐
久
性
に
は
目
を
つ
ぶ
り
、

加
熱
せ
ず
コ
ル
ク
等
に
よ
り
滑
走
面
に
圧
着
す
る
か
、
い
ず
れ

か
の
方
法
に
よ
っ
て
い
た
。
前
者
は
簡
便
性
に
、
後
者
は
耐
久

性
に
著
し
く
劣
っ
て
い
た
。
開
発
さ
れ
た
新
規
フ
ッ
素
系
液
体

ワ
ッ
ク
ス
は
、
卓
越
し
た
滑
走
性
は
も
と
よ
り
、
試
合
会
場
で

即
座
に
塗
布
で
き
る
利
便
性
と
、
独
自
の
技
術
に
よ
り
改
善

し
た
優
れ
た
耐
久
性
を
併
せ
持
つ
製
品
で
あ
り
、
こ
の
種
の
商

品
を
世
界
に
先
駆
け
て
販
売
し
た
。

2009年、日本複合団体チーム
＠チェコ、リベレツ

製品・技術開発部門

当社が世界で初めて開発したフッ素系液体ワックスは、これまでのスキーワックスの常識を覆
したワックスです。従来にない、利便性と高滑走性を兼ね備えており、スキー・スノーボー
ド競技で日本選手が世界で活躍できるよう、サポートも行っております。また、海外市場か
らも需要があり、世界に向けた販売強化も図っております。今後もMADE IN JAPANを世
界に広めるために、より良い製品開発に努めていきます。

受賞メッセージ
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受賞件名

受賞者

受賞件名

受賞者

ものづくり日本大賞
第6回

東北経済産業局長賞

お問い合わせ先お問い合わせ先

ものづくり日本大賞
第6回

東北経済産業局長賞

　

開
発
・
製
品
化
さ
れ
た
防
食
塗
料「
ス
テ
ン
レ
ス
ペ
イ
ン
ト
」

は
、
厳
し
い
環
境
に
お
か
れ
た
建
造
物
や
設
備
機
器
等
に
従
来

に
な
い
優
れ
た
防
錆
効
果
と
耐
候
性
を
発
揮
す
る
重
防
食
塗

料
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
塗
装
部
か
ら
錆
を
発
生
さ
せ
な
い
、
発

生
を
大
幅
に
遅
ら
せ
る
効
果
が
あ
り
、
塗
料
の
強
靭
な
粘
着

力
と
柔
軟
な
樹
脂
成
分
に
よ
り
、
腐
食
性
ガ
ス
や
薬
品
等
の

侵
入
を
防
ぐ（
既
存
の
塗
料
に
比
べ
、
透
水
率
は
約
１
／
10
で

あ
る
）。
ま
た
、
紫
外
線
か
ら
塗
膜
劣
化
を
防
ぐ
耐
候
性
が
あ

る（
紫
外
線
を
反
射
し
、
熱
を
伝
え
に
く
い
）。
錆
び
や
す
い

環
境
で
の
長
期
防
錆
効
果
は
導
入
実
績
に
よ
り
実
証
さ
れ
て
い

る
。

塗
膜
層

最も防食性能を発揮した塗料の
評価を受ける。
　・試験場所 ： 横浜市洋上岸壁
　・試験開始 ： ２０００年
　・評価写真 ： ２００９年

《国内防錆塗料の耐海水暴露試験》

　
リーダー 松原 泰
ステンレスペイント有限会社

防食塗料「ステンレスペイント」の開発

➡

ステンレスペイント有限会社　宮城県仙台市宮城野区扇町四丁目9番13号　TEL 022-290-5229
http://www.stainlesspaint.co.jp

製品・技術開発部門

設計概念として被塗装物から水、酸素を遮断させる為に密着性を一番に重視しました。特殊
な樹脂にミクロンのステンレスフレークを加え紫外線から守りぬきます。長年研究、多くの試
験をして参りました東北発の防錆塗料です。錆に困っている多くの方々に広くお届けしたいで
す。

受賞メッセージ
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受賞件名

受賞者

受賞件名

受賞者

ものづくり日本大賞
第6回

東北経済産業局長賞

お問い合わせ先お問い合わせ先

ものづくり日本大賞
第6回

東北経済産業局長賞

　

従
来
の
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
は
、
メ
ー
ル
受
信
者
が
指
定

さ
れ
た
U
R
L
に
ア
ク
セ
ス
す
る
仕
組
み
の
た
め
、
サ
ー
バ
に

負
荷
が
集
中
す
る
と
利
用
が
困
難
に
な
り
得
た
。
当
社
の
メ
ー

ル
配
信
シ
ス
テ
ム「
e
メ
ッ
セ
ー
ジ
」は
、
独
自
の
特
許
技
術
に

よ
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
保
っ
た
ま
ま
サ
ー
バ
へ
の
集
中
ア
ク
セ

ス
の
負
荷
を
軽
減
し
、
緊
急
時
や
電
波
状
況
の
悪
い
環
境
で

も
メ
ー
ル
の
送
受
信
が
迅
速
に
行
え
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
東

日
本
大
震
災
に
お
い
て
も
、
電
話
・
Ｐ
Ｃ
が
使
え
な
い
中
、
安

否
確
認
等
に
威
力
を
発
揮
し
た
。
現
在
、
全
国
の
学
校
・
自

治
体
・
企
業
な
ど
2
0
0
0
団
体
、
80
万
人
が
利
用
し
て
い

る
。

株式会社アットシステム　宮城県名取市高柳字下西51-2　TEL 022-385-1593
http://www.atsystem.jp

進藤 寿則／青木 香雲／伊藤 陽一／関 充生／西岡 久季／八島 加奈
リーダー 佐宗 美智代
株式会社アットシステム

東日本大震災でも活躍！集中アクセスに
強いメール配信システム「eメッセージ」 製品・技術開発部門

緊急時の連絡手段としての一斉メール連絡については、多くの場合、管理者が管理画面上より配信文
を入力して送信する、または、受信者が安否確認の回答のためにサイトにアクセスすることが必要であり、
東日本大震災の際にはアクセスが集中して利用できないケースが多々ありました。これを解決する手段
として、メール機能だけで安全に配信する特許技術による当社のシステムは、メールが使える限りシス
テムが利用できるだけでなく、日常的にも管理画面にアクセスすることなく容易にご利用頂けます。

受賞メッセージ
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受賞件名

受賞者

受賞件名

受賞者

ものづくり日本大賞
第6回

東北経済産業局長賞

お問い合わせ先お問い合わせ先

ものづくり日本大賞
第6回

東北経済産業局長賞

従来機種

新開発機種

株式会社マツザワ　秋田県秋田市河辺戸島字七曲台120-19　TEL 018-882-4580
http://www.matsuzawa-ht.com

　

硬
さ
試
験
は
最
も
基
本
的
な
材
料
試
験
だ
が
、
従
来
の
試

験
方
法
で
は
製
品
や
部
品
か
ら
試
験
片
を
切
り
出
し
、
鏡
面

に
磨
き
、
錘
を
用
い
た
て
こ
の
原
理
に
よ
っ
て
圧
子
を
押
し
て

試
験
を
行
う
た
め
、
生
産
ラ
イ
ン
に
組
み
込
む
こ
と
や
複
雑
な

形
状
や
任
意
の
空
間
位
置
の
部
材
に
対
し
て
硬
さ
を
測
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
当
製
品
は
、
錘
を
用
い
て
押
し
込

む
機
構
を
モ
ー
タ
に
よ
る
力
制
御
機
構
に
変
え
る
こ
と
に
よ

り
、
試
験
力
を
任
意
に
設
定
可
能
で
、
生
産
ラ
イ
ン
に
お
け
る

工
作
機
械
な
ど
か
ら
の
振
動
外
乱
に
も
影
響
さ
れ
ず
に
試
験

で
き
、
し
か
も
、
従
来
機
に
比
べ
て
１
／
３
の
大
き
さ
で
、
オ

フ
ラ
イ
ン
の
精
密
測
定
室
の
検
査
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
検
査
が
可

能
と
な
る
硬
さ
試
験
機
を
実
現
し
た
。

生産品質検査のオンライン化を
実現した電動型硬さ試験機

株式会社マツザワ
リーダー 境屋 博司
安保 徹／森 英季ʢ˞�ʣ／渋谷 嗣ʢ˞̎ʣ／長縄 明大ʢ˞̎ʣ／櫻田 陽ʢ˞�ʣ／佐藤 公子

˞��ळాٕۀ࢈ݝज़ηϯλʔɹ˞ཱࠃ��େֶ๏ਓळాେֶ

製品・技術開発部門

当社は創業以来、硬さ試験機の専門メーカーとして、品質管理などの分野において、安定し
た技術で信頼のおける製品を提供して参りました。また、近年ではこの事業の開発に取り組
んでおり、多くの関係者からご協力を頂き、前身ともなる「電動型硬さ試験機」を製品化でき、
賞を頂くことが出来ました。御礼申し上げます。皆様と共に成長し続ける企業として日々精進
して参りますので、今後ともよろしくお願い申し上げます。

受賞メッセージ
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受賞件名

受賞者

受賞件名

受賞者

ものづくり日本大賞
第6回

東北経済産業局長賞

お問い合わせ先お問い合わせ先

ものづくり日本大賞
第6回

東北経済産業局長賞

受電柱デマンド

電力
会社から

ス
マ
ー
ト
セ
ン
サ

子
機

受変電設備

OA機器 工場内設備

スマートセンサ
親機

無線通信で
データ集約

テクノ・モリオカ株式会社　山形県長井市成田2613　TEL 0238-84-0170
http://www.techno-morioka.co.jp

　

弊
社
は
、
以
前
よ
り
水
中
の
導
電
率
セ
ン
サ
ー
な
ど
の
製

品
開
発
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
弊
社
で
開
発
し
た
無
線
監
視
シ

ス
テ
ム（
ワ
イ
モ
ス
シ
ス
テ
ム
）を
利
用
し
て
、
山
形
大
学
が
米

沢
市
の
松
川（
最
上
川
上
流
）の
水
質
測
定
を
継
続
し
て
い
る
。

約
2
キ
ロ
の
流
域
に
4
個
の
セ
ン
サ
ー
を
設
置
し
て
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
広
い
流
域
の
水
質
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
支
流
か

ら
の
流
入
水
量
調
節
に
役
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ワ
イ
モ
ス
を

利
用
し
て
、
山
形
県
内
の
高
校
で
の
電
力
監
視
シ
ス
テ
ム
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
学
校
内
の
各
階
に
セ
ン
サ
ー
を
設
置
す

る
こ
と
に
よ
り
、
エ
ア
コ
ン
使
用
時
の
デ
マ
ン
ド
電
力
の
急
激

な
増
加
の
防
止
や
、
休
日
・
深
夜
の
待
機
電
力
の
見
直
し
な

ど
に
役
立
っ
て
い
る
。

我妻 頼弘／山木 和彦／磯部 学／岡田 裕樹／佐藤 貴大／井上 洋志
リーダー 吉田 圭樹
テクノ・モリオカ株式会社

無線システムによる水質計測とピーク電力
削減および先端モデル農業への展開 製品・技術開発部門製品・技術開発部門

私どもが開発したシステムは、無線で収集した各種計測データを「見える化」する仕組みです。工
場内の温度・湿度・風量・塵埃量など電力以外の生産環境データ管理や病院における各病室の
環境管理など応用範囲も広く、農協分野のみならず、工場・オフィス・学校・病院・マンション
など幅広い場面を対象とすることが可能です。この技術を活用し省エネルギー対策はもちろんのこ
と、環境の保全・最適化など今日的課題への対応で社会に貢献してまいりたいと考えております。

受賞メッセージ
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受賞件名

受賞者

受賞件名

受賞者

ものづくり日本大賞
第6回

東北経済産業局長賞

お問い合わせ先お問い合わせ先

ものづくり日本大賞
第6回

東北経済産業局長賞

山形カシオ株式会社　山形県東根市大字東根甲5400-1　TEL 0237-43-5111
http://www.yamagata-casio.co.jp

　

今
ま
で
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
は
沈
黙
の
世
界
だ
っ
た
。
ハ
ン
ド
シ
グ

ナ
ル
や
筆
談
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
ロ

ゴ
シ
ー
ズ
は
、
そ
ん
な
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
世
界
に「
会
話
」を
創
り

出
し
た
。
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
を
咥
え
た
ま
ま
の
会
話
は
、
骨
伝
導

の
マ
イ
ク
と
ス
ピ
ー
カ
ー
で
実
現
し
て
い
る
。
本
体
は
、
他
の

器
材
と
干
渉
す
る
こ
と
な
く
マ
ス
ク
ス
ト
ラ
ッ
プ
に
取
り
付
け

る
だ
け
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
一
体
型
、
ス
イ
ッ
チ
レ
ス
、
ケ
ー
ブ
ル

レ
ス
に
こ
だ
わ
り
、
防
水
性
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
に
優
れ
た
構

造
で
あ
る
。
声
が
届
く
安
心
感
、
そ
の
場
で
驚
き
や
発
見
を

共
有
で
き
る
感
動
等
、
全
く
新
し
い
ダ
イ
ビ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
を

提
供
す
る
。

高野 隆治／平 信介／阿部 英則／熊谷 幸三／奥山 茂智
リーダー 鈴木 隆司
山形カシオ株式会社

Logosease（ロゴシーズ）の開発
によるダイビング市場の拡大 製品・技術開発部門製品・技術開発部門

Logosease は水中の通話装置です。水中で話すためのマイクも、水中で聞くためのスピーカも世の中にあ
りませんでしたから、全て新たに開発しました。水中の活動時間は１時間弱です。しかも、水中にはオシロ
など便利な測定器もありません。ロゴシーズを作りあげるためには、水中環境を整え、測定基準を作り、１
時間で効率良く試験する工夫を行い続けました。今回は、こうしたモノづくりが評価されたのだと思っており
ます。この受賞を機に、また新たな水中の電子機器を創り出し、ダイバーの感動と安心に貢献する所存です。

受賞メッセージ
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受賞件名

受賞者

受賞件名

受賞者

ものづくり日本大賞
第6回

東北経済産業局長賞

お問い合わせ先お問い合わせ先

ものづくり日本大賞
第6回

東北経済産業局長賞

　

藍
葉
を
発
酵
さ
せ
る
従
来
の〝
す
く
も
式
〞に
よ
ら
ず
、
藍

葉
の
粉
末
化
、
施
工
の
数
値
化
を
果
た
し
、
作
業
時
間
の
短

縮
と
、
濃
淡
に
よ
る
８
色
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
色
の
均
等

化
・
再
現
性
を
獲
得
し
た
。
ま
た
、
染
色
堅
牢
性
の
向
上
に

よ
り
色
落
ち
、
退
色
へ
の
対
策
を
同
時
に
実
現
し
た
。
ま
た
、

藍
葉
よ
り
抗
菌
活
性
物
質
ト
リ
プ
タ
ン
ス
リ
ン
の
自
然
由
来

成
分
で
の
抽
出
に
成
功
し
、
衣
類
等
で
の
20
回
洗
濯
処
理
後

で
も
5
・
1
と
抗
菌
防
臭
基
準（
2
・
2
）を
凌
駕
す
る
静
菌
活

性
値
を
実
現
し
た
。
こ
れ
は
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
搭
載
品
の
実

績
も
あ
る
。

リーダー 吉田 久幸
あおもり藍産業協同組合

スペースシャトル搭載実績のある抗菌性、
染色堅牢性を高めた次世代型藍染

あおもり藍産業協同組合　青森県青森市堤町二丁目24番20号　TEL 017-763-5420
http://aomoriai.com

伝統技術の応用部門

このたび、ものづくり日本大賞を戴けましたこと、これまでご支援戴いた全ての皆様に心より
感謝申し上げたく存じます。まだまだ小さな取組ですが、これからもアトピーなどに悩む方な
ど、藍の持つ力で困っておられる方のための仕事を通じ、あおもり藍が青森に残る産業にし
て参りたいと存じます。

受賞メッセージ
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受賞件名

受賞者

受賞件名

受賞者

ものづくり日本大賞
第6回

東北経済産業局長賞

お問い合わせ先お問い合わせ先

ものづくり日本大賞
第6回

東北経済産業局長賞

　

海
外
の
安
全
認
証
取
得
や
英
語
版
説
明
書
の
作
成
、
海
外

商
標
登
録
な
ど
を
行
い
、
商
品
を
国
際
化
し
、
海
外
へ
の
販

路
開
拓
と
け
ん
玉
文
化
振
興
を
行
っ
た
。
ま
た
、
米
国
等
で
の

『
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
け
ん
玉
』の
普
及
に
伴
い
、
デ
ザ
イ
ン
性
に

富
ん
だ
け
ん
玉
や
技
が
決
ま
り
や
す
い
機
能
性
を
有
す
る
け
ん

玉
の
開
発
を
行
い
、
ま
た
、『
さ
く
ら
』『
干
支
』な
ど
の
日
本
ら

し
い
意
匠
を
施
し
た
け
ん
玉
も
作
る
こ
と
に
よ
り
、
C
O
O
L 

J
A
P
A
N
の
発
信
・
海
外
で
の
け
ん
玉
文
化
普
及
に
寄
与

し
た
。
更
に
、
国
内
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
ブ
ラ
ン

ド
等
と
新
技
術
の
け
ん
玉
を
開
発
。
共
同
作
品
に
て
、
ギ
ネ

ス
世
界
記
録
挑
戦
イ
ベ
ン
ト
や
け
ん
玉
を
使
っ
た
高
齢
者
対
象

の
健
康
増
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
催
な
ど
に
貢
献
し
た
。

けん玉の国際化とデザインけん玉開発
によるCOOL JAPANの振興

有限会社山形工房
リーダー 梅津 雄治
鈴木 良一／鈴木 与三郎／鈴木 明美／安部 京子／吉村 正巳／長谷部 康平

有限会社山形工房　山形県長井市寺泉6493-2　TEL 0238-84-6062
http://www.kendama.co.jp

海外展開部門

日本人なら誰でも一度は手にしたことがあるけん玉。その中でも当製品は、日本けん玉協会
より、品質・精度において認定された国産の競技用けん玉です。級・段位試験を受けること、
全国各地で行われるけん玉大会に参加することができます。子どもからお年寄りまで3世代で
楽しむことができ、木のぬくもりと遊ぶ楽しみを存分に感じられる逸品です。今回の受賞を機
に日本の良き伝統文化である『けん玉』をさらに海外にも発信していきたいと思います。

受賞メッセージ
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第6回ものづくり日本大賞　表彰式　第6回ものづくり日本大賞の内閣総理大臣賞、経済産業大臣賞及び特別賞の表彰式が平成27年11月に

東京都内で開催されました。

　これに引き続いて、同月に仙台市内で東北管内関係の優秀賞及び東北経済産業局長賞の表彰式と交

流会が開催されました。表彰式では、守本東北経済産業局長より各代表者に表彰状が授与されました。

交流会では、会場に受賞企業の製品が一堂に展示され、参加者間の情報交換や懇親が図られました。

（東北経済産業局管内関係）

日時：平成２７年１１月１７日　場所：ＴＫＰガーデンシティ仙台
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第6回ものづくり日本大賞　表彰式　第6回ものづくり日本大賞の内閣総理大臣賞、経済産業大臣賞及び特別賞の表彰式が平成27年11月に

東京都内で開催されました。

　これに引き続いて、同月に仙台市内で東北管内関係の優秀賞及び東北経済産業局長賞の表彰式と交

流会が開催されました。表彰式では、守本東北経済産業局長より各代表者に表彰状が授与されました。

交流会では、会場に受賞企業の製品が一堂に展示され、参加者間の情報交換や懇親が図られました。

（東北経済産業局管内関係）

日時：平成２７年１１月１７日　場所：ＴＫＰガーデンシティ仙台
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東北から
生まれる確かな技術
未来につながる
日本のものづくり

東
北
地
方
の
受
賞
者
・
企
業
紹
介

東
北
地
方
の
受
賞
者
・
企
業
紹
介

も
の
づ
く
り
日
本
大
賞

第6回

経済産業省 東北経済産業局　地域経済部　情報・製造産業課
〒980-8403　仙台市青葉区本町 3-3-1　TEL022-221-4903　FAX022-265-2349
http://www.tohoku.meti.go.jp/　　　発行日　平成２８年３月

発　行

第6回 ものづくり日本大賞 東北地域の受賞者所属企業

内閣総理大臣賞
経済産業大臣賞
特別賞
優秀賞
東北経済産業局長賞

㈱ジョイ・ワールド・パシフィック
青森県平川市

P26

㈱マツザワ
秋田県秋田市

P30

山形カシオ㈱
山形県東根市

P32

㈱森環境技術研究所
山形県新庄市

P9

あおもり藍産業協同組合
青森県青森市

P33

上北建設㈱
青森県十和田市

P25

吉川化成㈱
岩手県奥州市

P19

共伸プラスチック㈱
宮城県大崎市

P22

ヤマセ電気㈱
宮城県遠田郡美里町

P23

㈲東北工芸製作所
宮城県仙台市

P13

㈱いおう化学研究所
岩手県盛岡市

P7

㈱アットシステム
宮城県名取市

P29

㈱ミヤギタノイ
宮城県刈田郡七ヶ宿町

P15

ステンレスペイント㈲
宮城県仙台市

P28

㈱ガリウム
宮城県仙台市

P27

古河電池㈱
福島県いわき市

P11

P5㈱天童木工
山形県天童市

ネムール㈱
山形県山形市

P20

㈱シェルター
山形県山形市

P17

㈲山形工房
山形県長井市

P34

テクノ・モリオカ㈱
山形県長井市

P31

日本砿研㈱
青森県黒石市

P24

NECパーソナルコンピュータ㈱
山形県米沢市

P21




